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≪資 料≫   

「九月騒乱」期における騎士領プルシュンシュタ  

イン所属集落（南ザクセン）からの請願書（Ⅰ）  

松  尾  展  成  

初め に  

ザクセン王国の最重要の農民解放立法は，1832年償却法と1850－51年の改正・補充法で  

あるが，これらの法律が公布される直前には，民衆運動が郡市においてのみでなく，農村  
（l）  

（領主権の支配下にある都市を含む。）においても高揚した。したがって，これらの農村民  

衆運動に対する上からの対匡が，上述の32年法と50～51年法であると見なされうるから，  

「九月騒乱」期（1830－31年）と「三月革命」期（1848－49年）との農村民衆運動の解明  

は，ザクセン農業史研究上の重要課題である。  
（2）   

このうち，「三月革命」期についてはツアイゼによって偉れた成果が公表されている。し  

かし，「九月騒乱」期の農村民衆運動はほとんど明らかにされていか、。そして，これの究  

明は，1831年の者法と翌年の都市自治体条令を含めて「ザクセン改革」の三大法律と呼ば  

れる32年償却法が，ザクセン農民解放の基本的方向を決定した事実に留意するをらば，一  

層強く要諦されるのである。   

ところで．「九月騒乱」期の農村民衆運動が研究史上兼開拓であるという事情は，－→つに  

は，原資料の所在と関連する。民衆運動の方向を示す最重要資料としての請瞭書について  

見てみると，「三月革命」期に移しく提出された農村住民の請願書は，48年臨時邦譲合およ  
（3）  

び49年邦譲合に宛てられたものが多く，それらは国立ドレースデン文書館（かつてのザク  

セン王国中央文書館）の邦譲合文書として保存されている。ツアイゼが主として利用した  

のがこれであり，わたくしも49年邦譲合宛リプティツ，マネヴイツ両村の請願書を紹介し  
14）  

たことがある。Lかしをがら，「九月騒乱」期の農村住民の請願書については事情が異なっ  

ている。   

ヴィーン復古体制のザクセン版たるアインジーデル（Detlev Grafvon Einsiedel）の  
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32ヰ  

政権に対する国民各層の不満は，ドレースデンとライプツイヒでの1830年6月の蜂起のの  

ち，パリ七月革命の影響を受けて同年9月2日商業都市ライプツイヒで爆発した。騒乱は  
（5）  

9月9日には首都ドレースデンに，さらに工業都市ケムニッなど各地にも波及し，主要都  

市では民兵団が警察力を寒梅するに至った。そして，この「九月騒乱」への支配層の対応  

は，9月10日の，王族フリードリヒ・アウダスト（同月16日以後は王族ヨハシ）を議長と  

する「公安維持国王任命委員会」の創設，同月13日における，フリードリヒ・アウダスト  

の摂政就任とリンデナウ（Bernhard Augustvon Lindenau）への政権交替，同月23日  
（6）  

の前述ヨハンの全ザクセン民兵用総司令官への任命であった。   

この「公安維持国王任命委員会」は創設の翌日9月11日に，委員会がr公共の，また，  
（7J  

都市の諸問題についての要望と提案を受け取り，吟味する』旨を告示した。委員会は同年  

11月7日の解散の際には『当委員会において今なお解決され，あるいは，届け出られるべ  

き事柄は，今後は再び〔従来通り〕，権限ある該当の官庁に，あるいは，それが官庁自体に  
（8）  

ついての苦情であるかぎり，枢密院に……訴えるように」と公示している。こうして，い  

わゆる「マイセン県120村論断書」は1830年10月に「国王任命委員会」宛に，ダラースヒュ  
i9）  

テ市他29村の請願書は31年2月に摂政宛に，いわゆる「ランゲンロイバ請願書」は32年2  

月に邦議会下院宛に提出されたのである。当時公刊されたこれら3請願書の主要部ないし  
（10）  

－・部は，別稿において紹介されている。   

それでは，当時捷出された農村住民の魔大な請楷書，とりわけ，多数を占めたと考えら  

れる「国王任命委員会」宛請願書，の原本は今日どこにあるか。個々の村あるいは所領に  

ついてのきわめて具体的を内容を含んでいたにちがいをいそれらの請願書の原本は，所在  

不明である。少なくとも一・・＝・拝して保存されてはいない。ドレースデン国立文書館には公安  

維持国王任命委員会文書という文書群が存在しないのである。そこで，ザクセン王国の諸  

官庁文書および個々の所領文書の調査が必要不可欠となってくる。  
（11）   

本稿は，ザクセン北部リプティツ，マネヴイツ両村の1830年11月の国王宛請願書（国立  

ライプツイヒ文書館，ヴィーデローダ所領文書）の紹介に引き続いて，ザクセン南部の騎   
ヨH監  

士領プルシュンシュタイン（Purschenstein）所属集落1市5村から1830年10月に掘出さ  

れた6通の請額書（5通は「国王任命委員会」宛，1通は摂政宛）と1832年11月の説明文  

書（領主裁判所宛。いずれも国立ドレースデン文書館，プルシェンシュタイン所領文書）  

を署名の日付の順に紹介しようとするものである。   

ただし，これら6通の請願書および32年11月の説明文書は原本ではをい。写しをいし抜  

粋と冒頭に善かれていをい唯・・・・・一の請顧書たるデイツタースバハのそれ（第1図参照）も，  

末尾の署名が同一一筆跡と考えられる（第2図参照）から，他の請願書などと同じく，領主  
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第1図 デイツタースバハ村請願書第1ページ（Bl・2b）  
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326  

第2図 デイツタースバハ村講師書最終ページ（Bl．19b）  
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側役人によって当時書き写されたものであろう。しかし，これらの写本も原本と大差なく，  

抜粋でさえ重要論点は省略していないと考えられる。なお，この文書はかつてプルシュン  
㈹  

シュタインの所領文書館でエレミーアスによって発掘され，デイツタースバハ村請願書の  
3‖正  

一一部はヤコバイトの著書に収録された。けれども，そこには脱落・誤植が散見されるので，  

本稿はその部分も省略しをし－で紹介する。   

以‾Fでは，偶数ページに請願書独‾丈が，その次のページに，独文におおよそ対応する訳  

文が示される。独文を区切るBl．は薬の表面，bはその褒面を意味するが，それらの区分  

は訳文では顧慮されか、。   

印刷上の理由で，原文における，とくにラテン語系の単語についての書体の差異は無視  

され，貨幣単位ターラー（Thaler，Reichsthaler），グロソシェン（Groschen），プフユニ  

ヒ（Pfennig）についての記号はTlr，Gr，Pfで代用される。註はすべて訳文に付けられ  

るが，必らずしも同一ページに印刷されてはいをい。   

訳文の段落は原文のままではをい。1つの長い段落を数個に分けた場合もあり，いくつ  

かの短い段落を1つにまとめた場合もある。原文で価格をど数字を示す改行個所は，訳文  

では考慮されをい。   

請願書訳文では敬語表現は行をわれず，敬語の形容詞，副詞は……で示される。貨幣単  
ヨ臼鼠  

位ターラー，グロッシェン，′プフユニヒは訳文では簡単のためにTlr，Gr，Pfで，容積  
（摘  

単位シュッフェル（Scheffel），メッツェ（Metze）もSchf，Mtzで表わされる。訳文に  

おける〔〕は訳者の追加である。   

これらの請願書捷出の集落が所属した騎士領プルシュンシュタインについては，同時代  

の地誌から次のことが分かる。この所領はエルツ山地の中部，ボヘミアとの国境に近い，  
（17）  （相  

当時のエルツゲビルゲ県フライベルク特別管区の最南部にあり，一円支配集落だけで見て  
（19）  αα  

も1市（ザイダ）と16をいし17村を領有する巨大釘．領邦君主直属の騎士領である。山地  

任IJ であって気候は厳しく，土地は痩せているにもかかわらず，17世紀から工業，とりわけ木材  
加工業が発達したために，この所領はずクセンで最も人口憫密な地域の一つとなった。そ  

の人臼として挙げられる数字は，地誌執筆者によって異なり，少をいもので8，400人近く  

（1826年），多いものでは10，300人以上（1834年）である。   

その領主は14ないし15世紀から継続してシェーンベルク家（von Sch6nberg）であり，  
（22）  

ノイハウゼン（Ne。ha。Sen）村の－一部をなすプルシュンシュタインに城館，醸造所，「城の   
預 糾  

水車を，また，ザイダ，ノイハウゼンをど教ヶ所に護送税徴収所をもち，さらに上軌  

下級裁判権，すべての狩猟権を把持する。所領役人は領j裁判所笠の他に相当数の裁判所     鍋       （姻  
㈱  

役人，地代徴収所役人，林務役人，多くの猟区番人などである。プルシュンシュタインの  
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328  

（2功  

「大分農場」，ザイダの「斯分農場」，ハイダースドルフの「′ト分農場」を含めた直営他の  

耕地面積は600アッカーを超え，森林は広く（附近には広大な国有林もある。），改良種牧羊  
鋤  
甥は大規嘩である（1820恥こ1，700頗）。  

81）   

この直営地は1820年頃6，000Tlrで賃貸されていたが，着るしい経営改善（馬鈴薯栽培  

の拡大，火酒生産の拡張，草餅養数の増大など）のために，その利益ははるかに大きいは  

ずである。この所領の純収入は合計19，000Tlrと推定されている。  
8診  83）   

宗教行政上はこの所領はドレースデン上級宗務庁フライベルク地方監督部に所属する。  
C純 

所領内には7つの僧職とそれより多数の教師職とがあり，教会保護権は領主の手中にある。   

以上のように，この所領は，ザクセンの通常の騎士領10に匹敵する，あるいは，これと  
は5〉  

肩を並べるもあはあまりか、，と評価されるほど巨大な騎士領であった。   

そしそ，この所領でも1830年秋には農村民衆運動が高揚した。当時の1新聞は次の記事  

を載せている。『重圧的を諸負担からの最終的な解放についての報知を間もなく受け取っ  

た農村住民は，あちこちで，例えば，エルソゲビルゲの大きな村ポルシェンシュタイン  

（Porschenstein）で，すべての畜賦役と辛勝役を拒否し，それが2倍も必要な時期〔農  
（36）  

（37）  

繁期〕に農場領主とその〔農場〕借地人を困惑させている。』   

ところで，ブラシュケによればザクセンには，ポルシェンシュタインをる名称の村も，  
881  

村の一部分も存在しない。しかノし，同時代の地誌によれば，我々が問題にしている Pur一  
冊  

schensteinは，その他に Borsenstein，Porschenstein とも表記されたから，この記事  

のポルシェンシュタインがプルシェンシュタインを指すことは確実であろう。   

しかしながら，プルシェンシュタインは「大きな」騎士領の名称ではあるが，集落とし  

ては村ではなく，大きな村ノイハウゼンの－一部にすぎをい。したがって，上の新聞記事は，  

ェルツゲビルゲの大きくをい集落プルシェンシュタインで，あるいは，「大きな村」ノイ  

ハウゼンで，あるいはまた，「大きな」所領プルシュンシュタインで，賦役拒否が発生し  
（㈹  

た，と理解されるべきであろう。以下に紹介する請願書は，このように激化した農村民衆運  

動と密接に関連していた，と考えられる。  

（註）  

（1）近世のザクセンには統一的な都市制度は存在せず，都市は法制上次の3種に区分さ   
れていた。（以下で「ザクセン改革」以前について記述がをされる場合，対象地域は，プ   

ルシェンシュタイン所師を含むザクセンの本領地域に限定され，農場領主制の地域に   

拭するオーバーラウゾツは考察の対象とされをい。）（i）領邦君主直属都市（schrift－   

sassige Stadt）。これは，郡市共同体の自治機構としての市参事会を形成しえたば  
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かりでなく，都市領主から裁判権（大きを都市を除けば下級裁判権）をも獲得したた   

めに，領邦君主に直属しており，身分制議会第3院に代表を派遣しうる都市である。   

（ii）管区所属都市（amtss邑ssige oder Amts－Stadt）。この種頬の小都市においては   

市参事会は形成されたが，裁判権は都市額主たる額邦君主にをお所属していて，領邦   

君主が管区（後註（1鋸 を通じて支配する。（iii）領主（封臣）所属都市（adlige，   

Patrimonial－Oder Vas81len－Stadt）。この種類の小都市は（ii）の都市と法制上同一   

の段階にあるが，その都市領主が騎士領所有者（後証（1幻）である点で，（ii）と異なる。   

（ii）と（iii）の都市は身分制譲合に代表を派遣しえず，その市民は都市領主から賦   

役・頁租を賦課される。したがって，彼らは領主との関係において農民に近似してい   

るわけである。もちろん，（i）の都市にあっても，簡邦君主の干渉は決して′トさくな   

かった。－1831年の憲法はすペての都市に，邦譲合下院におけるその代表の選挙権   

を与えた。また，翌年の都市自治体条令によって都市の自治権は拡大し，中央政府に   

対してもすべての都市が同一の関係に立つことになった。しかしながら，それまで領   

主権の支配下にあった郡市に関しては，裁判・営棄権は従前通りとされていた。（それ   

以後の裁判・常襲権については後詰（12）参照。）をれ極′ト都市の中には，さしあた   

りは旧来の制度のままに留まり，1838年公布の農村自治体条令を受け入れて，農村自   

治体に転換したものもある。Engel，S．154；Reinhardt，S．283－287；K8tzschke   

1931，S．19－20；Blaschke1962，S．15，26→29；Blaschke1965a，S．282；Schmidt   

1966．S．140－141，145－146；Zeise1968，S．263；Schmidt1973，S．21．  

（2）Zeise，1965a（その紹介，松尾1971a，121－138ページ。）；Zeise1965b；Zeise   
1966；Zeise1968；Zeise1969；Zeise1970；Zeise1972．  

（3）その他にフランクフルト国民議会宛にもザクセンの多数の村落から請願書が提出さ   

れた。その内容については，柳汎172－177ページ。  

（4）松尾1979a，60－62ページ；Matsuo1979b，S．190－191．  

（5）民衆運動は翌31年にも4月にドレースデンで，8芦＝ニライプツイヒで高揚した。そ   

して，前者は，当時としてはもっとも民主的なモスドルフ（Bernhard Mo8dorf）の   

憲法草案を生み出した。その一部の紹介，松尾1973，128－129ページ。  

（6）以上については，松尾1973，103，106－109ページ。  

（7）B8ttiger，S．663．をお，Hase，S．15，では単にr都市の諸問題Jとをっている。  
（8）Bekanntmachung，S．3133．  

（9）この請願書は「44村請願書」，あるいは，起草者リヒダー（Moritz August Rich－   

ter）にちをんで「リヒター請願書」とも呼ばれている。  

（10）松尾1973，110－119，136－139ペ」ジ；松尾1978，145－157ページ。  

（11）松尾1979a，57－60ページ。  

（12）Rittergutは，領邦君主の管区（後註（18））とをらんで，ザクセンにおける封建的土   

地所有の主要な形態である。これはブラシュケによれば，16世紀以降，領主権をもっ   

た，領主居館と農業経営用建造物との統一体を意味する。それが憤邦君主の所有の下   

にある場合は，御料地（Kammergut，Dom乱ne）と呼ばれ，その領主権は管区によって   

行使される。Vorwerkは近世においては，遠隔のRittergutに属する農業経営用建   

造物（分農場）であって，領主権を付属させてはいか、。他方で，稀にはtrockenes  
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Rittergut も存在する。これは，領主権のみを把持していて，領主居館も農業経営用   

建造物ももたないRittergutである。Blaschke1957，S・Ⅶ；Blaschke1965a，S．   

235－237．以下ではわたくしはRittergut を，領主の農業経営，あるいは，その償   

却以前には領民の賦役で経営された領主直営地，が主として問題である場合には，騎   

士農場と訳出し，騎士農場と結合した領主権が主として指示される場合には，騎士領   

と訳出する。－－」綺士領の所有は領邦君主と貴族ばかりでをく，農民を除けば，教会，   

学校，市参事会，市民にも許されていた。本来の騎士農場には，すなわち，騎士農場   

のうち，農民追放によってそれに併合された課税農民地を除く部分には，租税免除の   

特権が賦与されていた。ところで，本僚地域には3種の領主権のうち人身支配権は存   
在しをい。しかも，土地領主はほとんどすべて（16世紀に95％以上）が同時に下級裁   

判領主であり，時には（17世紀に20％以下）上級裁判領主でもあった。そして，この   

下級裁判権には行政・警察などの公権的機能が付属していたのである。・－－一一騎士領の   

領主権は「ザクセン改革」以後その意義を減少させる。すなわち，土地・裁判領主権   

に基づく領民の土地負担は，1832年催却法を起点として償却されてゆき，裁判権など   

の公権的機能も，一定の国家補償をともをう家産裁判権の国家移譲（1856年）によっ   

て人巾副二締′卜した。その時に認められた警察監督権は，一般の都市・農村自治体につ   

いては1874咋から郡に移された。1843年の地租改正で騎士農場の免税特権は国家補償   

により廃止された。1834年からは騎士農場の取得が農民にも許された。R6mer1788，   

S．291叫292，573；R8mer1792，S．154；Engel，S．205－213；Judeich，S．62－   

63；riaun，S．72；Behrendts，S．22；Reinhardt，S．77－78；Kuntze，S．32，39   
－40，82－83；Ktitzschke1953，S．109－110，117－118，121，132；Stulz，S．16；   

Ltitge，S．28－39，102－103；Blaschke1962，S．18，32－35，39；Blaschke1965a，   

S．240－241，248，286－287；Zeise1965a，S．257；Schmidt1966，S．150，154－   

155，313，315；GroB，S．26～28，124；Zeise1968，S．248；Schmidt1973，S．   

21，23，－1838年の農村自治体条令以来，行政単位として自治体と併存してきた領   

地区域（Gutsbezirk）は，1923年の自治体条令により廃止された。ただし，1905年12月   

1FJのザクセンの人‖は4，508，601人であったが，1904年初の領地区域（その総数1224，   

うち騎士農場905）の人‖は55．685人にすぎなかった。また，1831年の憲法で規定され   

ていた邦議会選挙に関する騎士農場所有者の特権は，ヴァイマル革命により消滅した。   

Volkszahlung，S．218；Zeichart，S．62；Blaschke1962，S．40～41；Schmidt   

1966，S．142．  

（13）この所領の文書が国立ドレースデン文書館に移管されたのは1963年である。同国立   

文書館の1980年2月20日付回答。  

（14）Jacobeit，S．140－141．これをわたくしは試訳したことがある。松尾1972，18－20   
ページ。  

（15）1Tlr＝24Gr．1Gr＝12Pf．  

（16）1Schf＝16Mtz．ドレースデンの1Schfは1869年に103．83Bと換算された。K8－   

tzschke1953，S．159；Liltge，S．56．  

（17）ザクセンの県（Krei5）は，16世紀中葉に創設された領邦国家の中級監督官庁である   

が，実質的意味をほとんどもっていをかった。これは1835年に廃止され，権限の強化  

ー168－   



「九月騒乱」期における騎士嶺プルシェンシュタイン所属集落（南ザクセン）からの請願書（Ⅰ）331  

された中級行政官庁としての県統治部（Kreisdirektion），および中級司法機関として   

の控訴裁判所（Appellationsgericht）が設置され，1874年からはこの県統治部が県   

（Kreishauptmannschaft）となった。1835年以後，旧フライベルク特別管区はドレp   

スデン県統治部の，1874年からはドレースデン県の管特の下に置かれた。Blasehke   

1954，S．89－90，102；Blaschke1956，S．359q360；Blaschke1962，S・15，17；   
Schmidt1966，S．30，261－265，303－305．  

（18）ザクセンの管区（Amt）は，15世紀に創設された領邦国家の地方統治機構（司法，   

財務，行政）であり，領邦国家の権限拡大とともにその権限を拡大した。そこで1780   

年代から，司法・行政を担当する司法管区（Justiz8mt）と，財務を担当する出納局   

（Rentamt）との機能分化が生じた。司法管区は騎士頒・市参事会などの家産裁判権   

の国家移譲にともない1856年に廃止され，裁判区（Gerichtsamt）が設置された。1874   

年には地方レヴュルでの司法と行政との分離が実現して，裁判区の機能は地方行政官   

庁としての郡（Amtshauptmannschaft）と地方司法機構としての郡裁判所（Amtsge－   

richt）とに移った。これに対して出納局は，管区への賦役・責枇の償却が進行するに   

つれて，また，改正された地租を含む直接税は地区租税徴収所（Bezirkssteuerein・   

nahme）の担当とされたために，次第に権限を縮小して，1865年に国有林出納局（Forsト   

rentamt）に転換された。Blaschke1954，S．83－85，88，104－106；Blaschke1956，   

S．345－347，352；Blaschke1957，S．X－Ⅵ；Blaschke1962，S．14－16，19；   

Schmidt1973，S．19，21－22．本稿で取り扱われる詩集落は：1856年以後はザイダ裁判   

区に，1874年からはフライベルク郡に編入された。別aschke1957，S・301－310．仙   

これらの管区のうち，若干のとくに重要なものが特別管区（Kreisamt）と呼ばれた。  

（19）この都市については，その請願書を紹介する際にふれる。  

（20）鮪士領は，都市と同様に（ただし，前註（1）の（iii）に該当する騎士領は存在しない。）   

法制上次の2種に区分された。（i）領邦君主直属（schrifts鼠SSig）のもの。その所   

有者は領邦君主の官房から直接に命令を受け取り，全員が身分制議会第2院に出席し   

うる。彼らに係わる裁判は中央官庁，1822年からは上級宮廷裁判所（Pberhofgericht），   

に係属される。このような騎士領には下級裁判権ばかりでなく．上級裁判権も帰属す   

る場合が多い。（ii▲）管区所属（amtssassig）のもの。その所有者は領邦君主の命令を   

管区を介して受け取り，身分制譲合第2院に出席する代表を，管区別に選出する。彼   

らに係わる裁判は第1審では管区に，その後に中央官庁に係属される。このようを騎   

士領には下級裁判権のみが帰属し，その上親裁判権は領邦君主（管区）に帰属する。   

しかし，両者の差異は16世紀以降，領邦国家とその管区が権限を拡大するにつれて，   
実質的には縮′J、した。そして，1831年の憲法はすべての騎士領所有者に，邦議会上・   

下院におけるその代表の選挙権を与え，1835年の上級宮廷裁判所の廃止によって君主   

直属騎士層の特権的裁判籍は消滅した。R6mer1788，S．292－293；R6mer1792，S・   

162－166；Engel，S．207－208，212－213；Haun．S・71－72，154；Behrendts，S・   

3－4；Reinhardt，S．45，77；Kuntze，S．34－36，39；K8tzschke1953，S・121；   

Blaschke1954，S．85，88，103ミBlaschke1962ナS．15；Schmidt1966，S・278－   

279，303，306－307．  

（21）その全部をいし一部分がこの所領に所属する19集落のうち，海抜520－595mのもの  
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9，610－695mのもの8，700－710mのもの2，である。ちなみに，ドレースデン市   

の標高は113m，フライベルク市400mである。  

（22）これは，1834年にプルシュンシュタインを含めて151戸，人口1，072人の大きな村で   

あった。Schumann，Bd．7，S．59－65；Schumann，Bd．18．S．285；Schiffner，S．   

627－628，635；Blaschke1957，S．307．この村の高度は534mで，集落としてのプ   

ルシェンシュタインのそれは570mである。  

（23）この水車は，デイツタースバハ請願書（Ⅱ）－（M）でその製粉強制について訴えら   

れており，かつては領主が所有していたとされる水車のことであろう。－製粉強制   

（Mahlzwang）は裁判領主の特権に属する。Haun，S．110－121；L叫ge，S．108．こ   

の強制は1838年に，義務者によって催却されるべきものと定められた。Judeich，S．   

71；B邑r，S／24；Gro8，S．114．  

（24）護送税（Geleite）は道路の凄全のために，後には道路の維持のために徴収された。   

市参事会あるいは裁判領主がこれを把持している場合もしばしばある。R6m軒1788，   

S・612－613，616－617．Vgl．Steuern1858b，S．85－86．この「私的護送税」（Pri＿   

Vat－Gleite）はドイツ関税同盟への加盟のために同種のすべての公課とともに1833年  

12月4日および12月9日の法律により補償と引換えに廃止された。Gesetzsammlung  

1833，S・219，462．Vgl．Steuern1858b，S．90；Reinhardt，S．305．  

（25）裁判領主権を含む家産裁判権（Patrimonialgerichtsbarkeit）は，上級裁判権（Ober－   

gerichtsbarkeit）と下級（也＃）裁判権（Nieder－Oder Erbgerichtsbarkeit）とに   

区分された。前者は，特権的裁判籍をもたないすべての領民について，殺人，放火な   

ど重大を刑事事件を第一審として処理する権限である。後者は領民に関してすべての   

民事訴訟と一定の刑事事件（傷宮をど）せ第一審として処理すると同時に，契約を発   

効させ，土地保有権の移動，抵当権の設定，後見人の指定を承認し，治安を維持する   

権限である。Haun，S・154－155；Kuntze，S．21－25；K8rner，S．11；Stulz，S．  

17；Lutge，S・107；Blaschke1962，S．33一裁判領主権については次のことが留   

意さるペきである。ザクセンの家産裁判所は独自に判決を下すことはできをかった。   

本来の判決はより高いところで，すをわち判決団（Spruchkollegium）（領邦国家の中   

央官庁たる審判委員会（Sch8ppenstuhl），あるいは大学法学部）において下された   

のである。「家産裁判領主の任命した領主裁判所長は，事実上は裁判所の管理人にすぎ   

ず，決して裁判官ではなかった。」彼は取調べを行か、、そのすべてを書き記した文書   

を判決団に送った。「ここの法律専門家によって判決が，それらの文書の調査に基づい   

て下されたのである。裁判領主個人はこの手続において全く後景に退いていた。」   

Blaschke1965a，S．245，Vgl．Schmidt1966，S．280－281．それでは裁判領主権の   

実質的意味は何であったか。ブラシュケは次のように述べている。「家産裁判権が裁判   

領主の手中にあったことは，彼が例えば，賦役を拒否している農民を随意に投獄あるい   

は絞刑によって処罰しえたことを意味するのではか、。しかし，裁判領主権は憲法制   

定以前の国家では，警察権力を包含しており，ここに，土地領主の経済外的強制力の   

本来的意義があったのである。をぜなら，給付義務ある農民との，純粋に経済的を対   

抗から生じる多くのことが，警察的強制手段によって土地領主の利害にそって規制さ   

れたからである。しかしながら，後者〔農民〕が訴訟の道を選ぶやいなや，その対抗  
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は家産裁判権の平面から脱け出て，領邦君主＝国家の裁判権の中にはいりこんだので   

ある。」Blaschke1965a，S．245．一家産裁判権の国家への移譲は1856年であった   

が，それより前1835年には審判委員会その他の中央裁判所の廃止と最高裁判所（Ober－   

appe11ationsgericht）および控訴裁判所の設置によって，司法における三番級制度   

が創出された。Schmidt1966，S．303－305．  

（26）ザクセンでは狩猟権は領邦君主の高権であり，領邦君主からの賦与七いし時効によ   

ってのみ騎士領の特権となる。R8mer1788，S．778－779；Engel，S．210；Lotze，   

S．14pi5；Zeise1968，S．263－264．狩猟は，鹿などについて大物猟，猪などにつ   

いての中物猟，狐をどについての小物猟に区分される。大物猟は聖霊降臨祭（Trト   

nitatis）（復活祭後の第7川曜日）後の第1E］曜日に，他の猟はエギーデイウスの臼   

（Aegidii）（9月1u）に始まり，すべての楓ま四旬祭（Invokavit）（復活祭前の40El   

間）の第1日暇E】に終わる。R8mer1788，S．780，783；Lotze，S．27．他人の土地   

での狩猟権は「ドイツ国民の基本権」との関連で1849年3F＝こ無償で廃止されたが，   

1858年には，義務者により償却さるべきものと改めて規定された。Judeich，S．77－   

78；Lotze，S，19－20；Zeise1965a，S．257．  

（27）領主戯判所長（大所領ではGerichtsdirektor，一般にはGerichtsverwalter od・   

－halter）は，裁判領封こよって任用，解雇される。彼は1622年の領邦君主の命令に   

より，法学教育を受けた専門家でか†ればならをかった。近くの都市の弁護士か公証   

人が大抵の場合この職務を引き受け，一定の日に領主居館にやって釆て，彼にとって   

副次的なこの義務を果たした。Haun，S．157－158；K6rner，S．24－26；Blaschke  

1962，S■34－35；Schmidtr196＄，S・284－286；Re摘ner1972，S・42；Re摘ner19   

73，S．224．  

（28）裁判所役人のうち，法律専門家でなければならぬ書記官（Aktuar）は領主裁判所長   

によって，廷吏（Gerichtsbote oder－fron）は裁判領主によって任用，解雇される。   

K6rner，S．46．  

（29）この村については，その請願書を紹介する際にふれる。  

（30）7年戦争以後のザクセンにおける改良種牧羊業の発展については，松尾1971b，1－   

22ペーン 

（31）近世のザクセンでは騎士農場の管理・運営が短期間の契約で農場借地人（Gutspach－   

ter）に委ねられる場合が多かった。大抵の農場借地人は農民身分であった。Haun，   
S．73－74；Liitge．S．38．  

（32）ドレースデンの上級宗務庁（Oberkonsistorium）は，宗教改革の後に領邦君主の宗   

教・教育行政のために創設された中級官庁，マイセン宗務庁が1606年に改組されたも   

ので，その権限はライブツイヒの宗務庁（Konsistorium）と同一である。これらの中級   

宗務官庁は1835年に廃止され，その権限は県統治部に移った。R6mer1788，S．129－   

130；Reinhardt，S．43；Blaschke1954，S．92－93，103；Blaschke1962，S．8，   

17；Schmidt1966，S．30，228，272→273．  

（33）地方監督部（Di8zese，Superintendentur，Inspektion）は宗教改革以後の領邦君   

主の宗教・教育行政のための地方機構であり，ある管区の域内に存在する教区教会の   

教区のすペてを統轄する。その錦城は1830年代にかなりに変更され，1879年には，郡  
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と原則的に重なる地方監督部（Di8zese，Ephorie）が設置された。Blaschke1954，   

S．92；Blaschke1962，S．16，23．Vgl．Schmidt1973，S．32－33．  

（34）教会保護権（Patronatrecht）は，領邦君主から封のr・部として土地錦上に与えら   

れる特権である。この権利の中で最も重要なものは，領主が所領内の教会・学校の聖   

職者・教師を宗務田二推せんする権利である。この，いわゆる聖職任命権（Kollatur）   

のうち，教会聖職者を推せんする権利は1873年4月15日の法律により，騎士農場所有   

者が3人の候補者を信徒代表（Kirchenvorstand）に提案する権利に締小した。学校教   

師を推せんする権利は1873年4月26F】の法律によって廃止された。教会保割勘こ属す   

る今一つの権利は，領主が地方監督（Superintendent od．Di8zesan）とともに教会   

財産を監視する権利であるが，領主のこの権利は1855年の家産裁判権の国家移譲と   

ともに消滅した。Merkel，S．9－15，18，21－22．Vgl．R8mer1788，S．526Y527，   

529－530；Engel，S．210；Reinhardt，S．313；Zeise1968，S．248．  

（35）以上はSchumann，Bd・8，S・629－641；Schumann，Bd．18，S．528；Schiff。er，   

S・635－636，による。Vgl．Blaschke1965b，S．290．－19世紀央の椅地によって   

明らかになったザクセンの全騎士農場の「枇税単位」で見ると，プルシェンシュタイ  

／AufBChrift／  Acta Die von mehrerm Purschensteiner 

Ort8ChaftenimJahre18うO b叩ht】ch8ter Beh8rde eingereichten  
Besehverden bく）tr．18う1－18うう．  

（Staa七8arChiv Dre8den．GutBarChiv Pur・8Chen8tein Nr．580）  

（1）Po七ition au8 dem工ねrfe Ditt8rSba¢h vomll．10．18う0  

／Bl．2b／  （ⅠⅠ．2．pr．1う．封0V．18う0）   

An E．zur Aufrechthaltung der t）ffentlichen Ruhe a11erh8ch8t  

VerOrdnete K8nigl．S旦oh8．Commi鳥ionin DI、eBden   

Allomtorthtnlg8もgohor8且m8tOr Vortェーag！  

工n dom f08tOn Vortrauon und且u8 b010t〉Ondon Horfnung－ da808  

8uぬun8，Ob vlr gloi血V8さ8110n一口ntortb邑nOn nur一 ⅥntOr Ho¢h一  

旦dl．Gorl¢ht8borrさOh8f七 Bu Pw8¢bon8tOin gohロrig，8ind，80   

81nd vlr do¢h au¢h trouo Untorth且nOn un80エー8 8110rh8¢h8t VOI－－  

○山一tOn X8nlg8Anton und doさ80n VOn un8 allg0110bton〃itrogon－  

ton Horzog Frlo由一10h A叩さt－ PI－1nヱⅤOn S80b80n一 ⅤOrg8ntさOy，  

unさ○王・Anllogon五Ⅵallorh80h8t乱nor dl080Vorh甘1tn1880p王屯－  
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ンのそれは28，074であるbこれは，年間の粗収益が9，300Tlrを超えることを示して   

いる。騎士農場合計942のうち，この数値を上回るものはわずか6農場だけである。   

Steuern1858a，S．20－26．「枇税単位」については松尾1979c，166ページ。ろ：お，   

当騎士農場では19世紀に農業から林業への転換が行なわれたために，1913年の総面積   

（1919ha）のうち耕地・園地は59haにすぎず，大部分の17飢haは林地となっている。   

Georgi．S．84；Sieber．S．220．また，1905年12月1日の領地区域プルシェンシュ   

タインの人口は88人であった。Verzeichnis．S．48．  

（36）農場領主（Gutsherr）はザクセンの騎士農場を所有する領主である。Blaschke19   

62，S．33．  

（37）Deutschland，S．677．Vgl．Reinhardt，S・191．  

（38）Blaschke1957，S．43＊．  

（39）Schumann，Bd、8，S．629．  

（40）をれ1790年の「ザクセンー揆」に際しても当所領では，領主の羊放牧権をめぐっ   

て領主と農民の対立が激化している。松尾1972，▼10ページ。三月革命期における当所   

領の民衆運動については別稿でふれる0  

表紙 1830年に〔騎士領〕プルシェンシュタインの若干の集落から最高官庁に提出され  

た請願書に関する文書。1831－1833年。  

（国立ドレースデン文書館。プルシュンシュタイン所領文書580号）  

ノ  

1．1830年10月11日付デイツタースバハ村の請願書  

（1）                     （‡．2．到着1830年11月13日）  
ドレースデンのザクセン王国公安維持国王任命委員会兎。  

…・上申。  
121  13】  【41   

我々はプルシェンシュタインの……裁判領主に属・していて，封臣の領民にすぎをいけれ  
t引  t61  

ども，……国王アントーンおよび…… 摂政フリードリヒ・アウゲストの忠実な領民でもあ  
171  

るから，実情調査国王任命委員会に懇願することが我々にも許されると確信し，かつ希望  

（1）この日付は，この請願書が騎士領裁判所に到着（Prisentatum）した日を示すので   

あろう。1．2．は裁判所の部門を表わすのであろうか。  

（2）デイツタースバハ村は1834年に30戸，住民233人をもち，ノイハウゼン教区に属する。   

永代村長の土地がある。木製品の生産が重要である。Schumann，Bd．1，S．655－  
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Ⅰ）  
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h d18mnigl．Ⅵmdor  

／Bl．うb／  釘嶋帥1080nOn Vn七Ortb且n8n d88 伽的1blgo go－  

さ¢hlagnoⅣu七生ーund Bro血101ヱJodor山一t，8n Hang01gl01eh prom－  

tor Z8血1Ⅶ唱niぬ七gl01¢h abno加On k取mon，OtV88 どじ8頭181ton－  

8b8rln v01¢bon アMllさ？undln v010bor Boさ¢h且ffo血Oit18t Oさ  

a18 dam？ 如e血O H81zor′ さ○飢止h Ulmon，Ahom－ und E8¢hon，  

V81ぬ○仙h8rtO nOnnt，ⅤOrdonim ValdさぬattonさtOhond一 Vlo  

allbokamtl01¢ht8tO¢kond odor mor8eh，Ⅵndさhdどum Gobr8u¢b  

VOm m且n Oさ′b08tlmt，nieht mohr80nutヱb且r一 さOi8t08auOh  

mlt dom か旭a88¢h01d．   

mo f■r0180さ1nd jotヱt8uf8b8¢bさtO gOさt01gort und gllt01n  

S¢hr8gOn Odor dMy Claftom訊l¢hon8¢ht Ylort．Ⅳut乞hol£an－  

jo也tlm W81do   

Aeht別血n ℡1r12 Gr －．   

Allo Hol紺且8rOn 8indlt五t Ⅵm  

／Bl．4／  ％t01in印018，VOm801¢ho gofortigot81nd，  

gofalldn，blngogon dio Hol名pr01加Ⅵm ％t01g08tlogon，血hom  

罰10mand b08tOhon k8nn．   

vir bltton d由18min8110r Vntorthむ止gk01t－ dlo alton Vor－  

h甘1tni80Wlodor hor五u8t0110n－ und dlo Holヱpr8iさO m mindern．   
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して，以下の事柄を……上申する。   

（Ⅰ）国王に関連する諸問題  

（1）数年前〔まで〕は国有林で毎年2回，まず春に，次いで秋に，公開の木材市場が，   

任命された森林役人によって開かれ，そこで各人は，必要とする硬材あるいは軟材の   

樹木を手に入れることができた。しかしながら．しばらく前からこれは全く中止され   

た。受け取った樹木を各人が利用上最も有利なように切りうるこの方法では，もはや   

何も手に入らないのである云  

しかも，とくに国有林を頼りとする領民が，あらゆる種類の伐採された用材および   

薪を即金の不足のために受け取りえない時，なにがしかを〔役人の〕好意で受け取る   

が，その価格はどうか。また，品質はどうか。硬材と呼ばれる楓檎，楓，トネリコ   

は森陰に生えていて，周知のように，よく徴びて朽ちる。それは予定の用途には利用   

できか、。割木（？）についても同様である。  

価格は現在，最高にまで上昇しており，棟の用材1シュラーゲ ンあるいは与〔の長  
（8？   

さ〕の3クラフターが今では森で18Tlr12Gr－する。すべての木製品は今日，それ   

が生産されても，価格がそだけ下落しているが，反対に，木材価格は号だけ上昇し   

た。したがって誰もやって行けない。  

そのために我々は，かつての状態に再び戻し，木材価格を引き下げるよう……請願   

する。  
l針  

（2）肉税に関して我々は，肉売り台を別個に持っていかりこもかかわらず，他の共同体   

656；Schumann，Bd，15，S．171－172；Schiffner，S．602－603；Blaschke1957・   

S．301．この村の標高は582mである。  

（3）この裁判領主（原文でばGerichtsherrschaft）は，「初めに」の証（12）で示され   

たように，土地・裁判領主権をもち，警察・行政などの公権的機能をも果たす騎士領   

の所有者を指す。  

（4）近世ザクセンの土地所有権老（騎士領所有者をど）は，その土地を領邦君主から封   

（Lelm）として与えられ，領邦君主に宣誓した封臣でなければならなかった。R6mer  

1788，S．13；K8rner，S．14．1834年から，この封の世襲所有地への転化が認められ   

ることとなった。Judeich，S．68；Schmidt1966，S．150．封主と封臣との関係は，  

1872年5月22日の法律により解消される。Gesetzsammlung1872．S・264‾265・  

（5）松尾1973，121ページ註（8）。  

（6）松尾1973，107ページ証（13）。  

（7）この委員会は公安維持国王任命委員会を意味すると考えられる。  

（8）容積単位としてのクラフターには地域差があり，ここでの長さの単位は明らかでな   

い。「初めに」で言及された，ダラースヒュテ市他29村の請願書においては，薪の容積  
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m∬麒n do¢b zu ho¢b－ 800ft08VOn nOuOn，nObmli¢h vonう Zuう  

Jahren∫ BOn8t V＆r e8VOn62iu6Jahrenim Creiさ8mt Freyberg  
V8叩8¢htot vlrd′ 801101n折Ohror08VO押illlgt vor由n－ 8n氾n－  

domgi8t ni¢ht zu donkon．   
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／Bl．ヰb／  ton，daboro vir boy由r kurtヱOn Pa¢htヱ01t   
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う）B8y dom un8 0rthoiltom Gon．A¢e18一万11xo mn88n WiI、1tヱt  

8u¢h dlo C且m乞10y－SpoI，t81n noぬoxtI一旦bozahlon，80Vlo jodor  

Fix8nt08u¢h no¢h－－9Ⅰ）f v01¢h08 80n8t ni¢ht var，und vo vlr  
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horrさ¢haftl．Go－und Vo＝巾ot8－1n Horrき¢h8ftl．Dion8ten froy  

i8t，mlt aum8bondor Elno halbo伽foin   

ヰ邦 ぬgazln Hufo   

＆1801n う％ nufe 80herr8Chaftl．Dien8te Zulei8ten h＆t．  

／Bl．5／  Hlorauf h且bon viT●allj甘hrllehヱu V8r唱tOuOm  

und ヱu VOrr¢¢hnon   

ヰうO g8ngb8rO Stouor止0且う8Pf   

botI一瞥gt   

86 で1Ⅰ、1うGr8 Pf■．   

うで1エー8Gr9Pf 払u jodon8inf8¢hon恥8tOmbor   

deron ヰ9．81nd，botI一旦gt   

16ヰ で1T・20Gr9 アr．  

8ケi鵬tヱO Kom  

8易I旭t乞O R8rOr  
Zum kl01non馳g8ヱ1n   
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251℡1r 20 Gr 5 Pf．   
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9放散通10r，und   

28ngObauto n8u8gono伽n   
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－176－   



「九月騒乱」期における騎士頒プルシェンシュタイン所属集落（南ザクセン）からの請願書（Ⅰ）339  

と同じく，あまりにも高く課税される。新たに，すなわち，かつては6年毎であった   

が，〔今では〕3年毎に，フライベルク特別管区でこれ〔肉税〕の徴税請負がをされる   

度に，より多く〔の金額〕が同意されねばをらず，引下げは考えられをい。我々はま   

た常に，したがって現在も，短縮された期間について毎軌 徴税請負手数料を支払わ   

ねばならをい。  

そのために我々は，徴税請負期間が短い場合には〔肉税の〕引下げを，あるいは〔請   

負期間の〕延長を……請願する。  
肌l  

（3）定額の一一般物品税を定められている我々は現在，特別に官房手数料として，定額納   

税者当りt－－9Pfを支払わねばならない。これはかつては見られなかったので，我   

我はそれの是正を…‥儲撤する。  
（11I  

（4）全く小規模な当村は，永代村長の土地として賦課されるすフーフエを含めて，4÷  

（1gI  倉庫フーフェよりなる。（これ〔永代村長の土地〕は，国王と領主の命令と禁令を無償   
で執行するために領主への賦役を免除される。したがって，領主への賦役は3与フー   

プェから給付されるのである。）  
11ユl   

これ〔4古フーフェ〕から我々は毎年納税すきであり，430の現行の租税ショック   

にそれぞれ－q58Pf，〔したがってショック税は〕86Tlr13Gr 8Pfとなる。四季  

削単位は3Tlr8G9Pfで・その49倍〔に当る四季胡は164Tlr20Gr9Pf   

である。〔軍用〕小倉庫には8÷Mtzのライ麦と8与Mtzの燕麦〔が納付される〕。   
合計では，価格が上下するために正確に計算できない′ト倉庫〔への穀物給付〕を含め  

ずに，251Tlr20Gr5円とをる。  
tl刀   

我々は，永代村長の土地与フープェ以外には農民地保有者9人，′ト屈住農9人，耕  
11乱  

作する借家人2人だけよりなる。ニれら〔の租税〕を滞りなく負担することは，我々   

単位が号エレのクラフターとされている。Petition，S・30．  

（9）肉税は，1628年に導入された消費税である。販売用に屠殺される家畜からの肉税の   
税率は，自家用に屠殺される家畜からのそれの2倍である。R∂mer1792，S・582－   

583；Steuern1858a，S．5；Steuern1858b，S．85；Behrendts，S・19．1818年7   

月13日の法律によれば，事情によっては許される，肉税の『徴税請負においては，共   
同体が・…‥優先権を与えられる。』Gesetzsarnmlung1818，S・42・Vgl・Reinhardt・   

S、87．この内税は1834年10日4日の法律により廃止され，屠殺税（Schlachtsteuer）   
に代った。Gesetzsammlung1834，S．213．Vgl・Schmidt1966，S・154・  

（10）一般物品税は1824年法によって規定された，物品私営業税不動産税の混合税で   
ある。（i）物品税法上の都市（accisbare Stadt）における一般物品税は，従来のラ   
ント物品税（Landaccise），一般消費物品税（General－Consumtions－Accise）およ  

－177－   
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にとって非常に困難である。なぜなら，我々は少数であるからであり，とくに我々は，   

以下で詳細に述べられるように，領主への賦役と頁糾によっても苦しめられているか   

らである。  
（191  ¢伽  

（5）〔ドイツチエ・〕アインジーデル〔を経由して〕ボヘミアに通じる通商路の道路建設  
¢1J   

を，我々はフリーヂバハ，その他の共同体と同じく課されており，長たらしくならな   

いように，前者の苦情の全条項を引き合いに出そう。そこに書かれている，ピルスド  
暖カ  ¢罰   

ルフ経由フライベルク〔市〕への道路についても我々は，我々の分として33何の石材   

運搬と各小屋住農からりヨの手労働を無償で果たすことに喜んで応じた。しかし，他  
伽）   

の共同体も最抑は拒んでいたこの共同建設に当村が〔同意する〕以前に，我々は我々   

の分として6Tlr 5Gr 4Pfの費開を支払わねばならなかったのである。これは他の   

共同体にも同じ比率で課さゎた。  
即  

我々はまた数本の村道を維持せねばならず，かなり大きなフレーア川の石橋をも維   

持，そして今は新設せねばならか、。これ〔橋〕から領主は護送税を取り立てるが，   

我々は讃送税を全く免除されず，余所者と同じようにそれを支払わねばならないので   

ある。  

そこで我々は定正を……請願する。   

Ⅷ）〔裁判領主に関連する諸問題〕  

今度は我々は，裁判領主に係る苦情を‥・・‥1二申する。  
¢6）  

（A）我々は，巨大になった鈍間の費用に関して我々〔当村〕の土地保有者，小屋住農お   

よび†持家人の仲′トな数に応じて，ここの裁判額主に属する他の集落と同じく，∵現存す   

る納税者に比例して非常に重く課税される。これを他の共同体，とくに，我々の知る   

かぎり，かつては所属の集落をもち，分離していた騎士領として，騎士頼プルシェン  

び製粉税（Mahkroschen）を統合したもので，その課税対象は次の通りである0（a）  

取引または消費のために都市に搬入されるすべての財。（穀粉，パンの場合は製粉税を  
含む。）（b都市の常葉。商工業およびパン焼，ビール・火洒醸造，屠殺からは営業物品  
税（G。Werbeaccise）（パン焼の場合は製粉税を含む。）。その営業を営む時に．物品  

税に服する原料を必要としをい着からは，生業税（Nahrungsgeld）。（c）都市内で飼贅  
されるすべての用畜。（d）不動産。この物品税は地租物品税（Grundsteueraccise）と  
呼ばれ，家風納屋，園地に課税される。（ii）農村における剛一般物品税は，従来のラ  
ント物品税と，村落商業に対する一般〔消費〕物品税とを統合したもので，（a腐業物  
品楓（b僅美観（。倖工業者物品粗（d）パン焼，販売用屠殺，火酒醸造からの租軌  
よりなっている。Gesetzsammlung1824，S・89－106，120－121；Steuern1858b，  

s．84－85；R。i。hardt．S、86－87．この一般物品税の税額囲定化 いわゆる物品税確  
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シュタインから全く分離するよう……請願したザイダ〔市〕，さらにまた，我々とこ  
¢刀   

のように関連の密接な村々，ノイハウゼン，ザイフェンをども同じ比率で〔課税され   

る〕。したがって我々は，非常に重いこの負担をすべて〔の共同体〕と共同で負担せね   

ばをらないのである。  

率直に言って，この法外に間断のない負担は我々にとって今後は垂すぎる。我々は   

これを国王あるいは裁判領主の肋力なしに単独ではもはや負担しえか、。処罰される   

ことなく全国に広がるかもしれない殺人者とその他の浮浪人が，我が国の1地域から   

取り除かれることは，我が国全体の幸福であると推測される。しかし，我々がその処   

罰と抹殺のための費用を次のような場合に全く単独で負担すべきであろうか。彼ら〔犯  
α即   

罪者〕が全国に関係のある当地域掴境地帯〕を掛違卓，国王の管区領民をも那かも   

しれない場合に，このような浮浪人がそこ〔管区村落〕に侵入する場合に。彼らがこ   

こ〔当所領〕をもはや安全でないと考えた場合には，そうをるであろう。  

我々の……考えでは，あまりに多く〔の礼間の費用〕が要求されている。そこで我  
8α   

我はすべての領民と同じく，……本領統治局が，我々に指定されるべきでない分担金   

を，何か適当な国家金庫からこれのために裁判所に毎年支払って，我々に……軽減を  
81J   

与えるよう……請願する。当地の裁判領主と裁判所からも，1814年以来のこの巨費に   

対して相当の自己分担金が支払われうるであろう。我々は，この請願をとくに考慮し   

て，この……請願を叶え，最も寛大を決定を恵むよう……請願する。                                   8卦  

（B）我々には裁判領主へのあらゆる種類の他の賦役が山のように積み重ねられているけ   

定（Accisfixationen）は共同胤営業，個人に対して3年の期間で契約された。Rein－   

hardt，S．90．｝－－一般物品税（都市の製粉税および，製粉税の代r）に農村に導入さ   
れていた3Pfのショック税と四季税3単位を含む）はドイツ関税同盟加入と関連して  

1833年法により廃止された。Reinhardt，S・305・Vgl・Steuern1858b，S・90；   
s。hmidt1966，S．153．ただし，地掛物品税の廃止は1843年9日9［1の地相改正法に   
よる。Gesetzsammlung1843，S・98．  

（11）ErbgerichtはErblehngerichtやLehngerichtと同じく，永代村長（Erbrichter）   
の職と結び付いた農民地で，エルソ山地にしばしば見出される。これは一般の農民保   
有地より大きく，賦役免除，ビール小売権などをもつ場合が多い。R6mer1788，S・   

304；R6mer1792，S・196－197；Gruner，S・456；K6tzschke1953，S・98；Bla－   

schke1955．S，105；Blaschke1965a，S．259－260；Dietze，S．93－94．永代   
村長を含む村長は，近世において村落共同体の代表者ではあるが，Richterをる名称   
にもかかわらず，領主裁判所の単なる陪席者にすぎない。領主裁判所が中世末期以来   
その権限を砿張してきたからである。ただし，ザクセン南部高地の大規模な森坪フー   
フェ村落では，北部平地の中小村落における一より共同体の自治権が維持されていた。  
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（33）   

れども，我々はさらに毎年55Tlr 3Gr 4Pfの賦役代納金を現金でプルシェンシュ   

タインの地代徴収所に支払わねばならない。そこで我々は，生の形で年々給付すべき   

手賦役と運搬賦役を後段で詳鰍こ記載すろ時に，これがいかに引き下げられるべきか   

を，お上の判断に委ね，お上の介入と引下げを…・亘請願する。  

（C）かつて我々は56匝‡の麦芽連搬を毎年果たさねばならなかった。プルシェンシュタイ   

ン自身で麦芽が製造されるので，麦芽のためのこれ〔運搬〕がもはや必要でをくなっ   

た時，その時以後これ〔運搬賦役〕は84日間の肥料運搬と農業用運搬に転換された。   

これを′ト規模な当村が果たさねばならないのである。そこで我々は正当にも軽減と引   

下げを……請願する。  

（D）その上に我々は毎年なお3Schf14Mtzのライ麦と54Schf14Mtzの燕麦を穀物貨  
8側   

粗あるいは，乾燥した貨柑として裁判領主あるいはその農場借地人に納入せねばなら   

をい。それ〔穀物〕は我々にとって冬にパンあるいは生計のために役立つので，しば   

しば我々は2月には，納入すべきそれを屋根裏にもはや持っていかl。それでは種子   

はどこから出てくるか。そこで我々は引下げを……請願する。  

（E）それに続くのが全く不確定の御館賦役あるいは労働賦役である。  

（1）大分農場を含むプルシュンシュタインの騎士農場で亜麻が播かれるすべての耕地   

において，我々は播種期以前にカモジグサと雉草を取り除かねばをらをい。そのシ  
851   

ェッフェル数〔面積〕は定まっておらず，悪意的であり，しばしば20－30シェッフェ   

Kuntze，S．69－71；Quirin，S．66；Blaschke1962，S．36；Blaschke1965a，S．   

272－273；ReiBner1972，S，424；Rei8ner1973，S．224－225．－1838年の農村   

自治体条令は村長（Gemeindevorstand）の任期を6年と定めた。、Kuntze，S．76－79；   

K6tzschke1953，S．101；Blaschke1962，S．38；Schmidt1966，S．146q147．  

（12）倉庫フーフェについては後註（16），フープェについては松尾1979c，189－190ペー   

ジ，参照。  

（13）後詰（14）のショック税は19世紀になっても，納税者の自己査定に基づいて1628年   

に作成された租税台帳（Steuerkataster・）を基準に課税された。もちろん，ショック   

数で表現される保有地価格は，さまぎまに修正された。その結果として次の区分が生   

じたのである。（ナ）完全（vo11）ショック。1628年の租税台帳に記載されている課税シ   

ョック。（ii）現行（gangbar）ショック。現実に課税されているショック。（iii）軽減  

（erm細igt oder moderiert）ショック。不幸などのために軽減を許されたショック。   

（iv）免除（dekrement）ショック。不特定の期間について課税を免除されたショッ   

ク。（v）無効（kaduk）ショック。荒廃してしまった土地のショック。（vi）不足   

（fehlend）ショック。1628年の租税台帳には記載されているが，現実には存在しな   

いショック。R8mer1788，S．568→569；Steuern1858a，S．3；Behrendts，S．18．  
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mlさer drey GI、08eb8n b¢Zah18n－   

K）81■1j旦hrlieb bab8n ViI－ヰで1It12GI－  

／Bl．10b／  － 80genannteWalpurg－Oder Michaelis乙inn已en  
no¢h且bordie8 an8 R8nt鼠mt ヱu boヱ8hlon．   

L）allj号hrli血mn加n viI、ヰで1T－20GI、－ 80g8namte8Sehindel－  
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ル，あるいはそれ以上である。  

（2）我々は，不確定の日〔数〕で亜麻を堆積し，拾い集めねばならず，その上にフープ   

ェ農あるいは土地保有者は各人10日間，したがって合計90日間，無償で亜麻の皮を剥   

がねばならない。  

この亜刷武役に関して，亜麻栽培が度を越したので，我々はすでに一度10年以上も   

訴訟を行なった。これ〔訴訟〕は我々にとって96Tlr－－の費用を要したが，我々は貧   

乏で，そのための資金がないので，当1830年に和解し，225Tlr－－を補償として支払   

わねばならなかった。しかしをがら，この賦役は不確定〔賦役〕のままである。  

我々が将来も忠実を領民としてやって行き，国王への公課を支払いうるように，我  
8伊   

我は，これらの労働賦役の歴星〔日〕数を定めるのみならず，また，従来より〔賦役   

を〕着るしく引き下げるよう……請解する。  

（F）我々は各人1別引乳 亜麻皮剥ぎ小屋で，収穫された領一もの亜麻の皮を剥がねばなら   

ない。  

（G）各人はこの亜麻について2日間，亜麻扱き賦役を果たす〔ペきである〕。  

（H）各フーフェ農は毎年1日の革労毛賦役を果たす〔べきである〕。  
Qの  

（Ⅰ）各人は1シュテユツクの粗質麻糸あるいは麻屑糸を紡がねばならをいb それに対し   

て彼は－3Gr－の賃金を得る。紡がをい場合，彼は－3Gr－を支払わねばならない。  

（K）我々は毎年をおその上に4Tlr12Gr－のいわゆるヴァルプルギス貨租あるいはミ  
㈲  （3餅   

ヒヤエーリス貨租を出納局に支払わねばならない。  
嶋伽  

（L）我々は毎年4Tlr20Gr－のいわゆる屋根板割増金をも支払わねばならか1。  

（M）我々はまた，ノイハウゼンのフレーア川畔にある，かつては領主のものであったが，   

今では〔粉屋の〕所有とく上っている水車で，必要をパン穀物を必ず製粉させるという  

（14）ショック税（Schocksteuer）は－・種の地相であり，従来のラント税（Landsteuer）   
と，プフェニヒ税（Pfennigsteuer）とが1763年に統合されたものである。先行の2   
樺の租税と同じくショック税においても，地価がショック・グロツシェン（Sehock－   
groschen＝＝60Gr）で評価されたoその税率は1812－30年に1ショックの土地に対し   

て農村で58Pf，都市では18与Pfであった。R6mer1788，S・570－571；Steuern  
1858a，S．3－5；Behrendts，S・17－18・脚ショック税は1843年9月9日の地枇   
改正法により廃止され，新しい地租が導入されたo Gesetzsammlung1843，S、98・  

（15）四季税（Quatembersteuer）は，1646年に人税（Pもrsonensteuer）と営業税との   
混合税として導入され，毎月徴収された人頭税（Hauptgeld）が，1653年から年4回の   
徴収に変更されたために，竜のように呼ばれるようになったものである0それの1期   
分の税額は四季税1単位（ein QuatemberodereineiFnfacher Quatember）と呼  
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厳しい強制に非常に苦しめられている。我々がこれをしをいで，自分のためになるよ   

うに，近くにあるわけではないが，しばしばはるかに好都合な，余所の水車で製粉   

する場合でさえも，我々はノイノ、ウゼンの粉岸に，我々が余所で製粉した臓物〕   

1Schfについて，いわゆるメッツェ金あるいは製粉金を特別に支払わねばならか1。   

忠実な領民が生計すなわちパンのために欠きえないもの〔についてメッツェ金〕を，   

何もしなかった，〔かつての領主の水車の〕所有者たる粉屋に支払うペきである，とい   

うこの不当を強制は，それが何に由来するとしても，現実には厳しすぎる。  

我々はこの恵習の完全を是正を，また，先述〔Ⅲ－〕（F），（G），（H），（Ⅰ），（K）および（L）   

のすべてについて苦るしい引下げを……請願する。  

（N）我々は，すでに〔Ⅰ－〕（5）で述べたように，〔ドイツチュ・〕アインジーデルをどに   

通じる道路の建設について他の共同体と同じく，すべてをなさねばならをいけれども，   

その上に毎年4Tlr－3Pfをフライベルクの出納局に道路建設のために支払わねばな  
漣1）   

らかゝ。しかしながら，我々は讃送税を全く免除されていないのである。我々はここ  
i4卦   

でも免除あるいは軽減を……請願する。  

（0）我々は子供たちをノイハウゼンの学校に行かせねばをらず，これ〔通学〕は子供た   

ちにとっては，高い丘を越えてゆく道路で，いつも半時間かかる。当地では冬期が長   

く，その時は大人でさえ徒歩で出るのはしばしば危険であるが，その冬がやって釆た  
“迅   

場合〔にも〕，我々は，……宗務局の学校令に従って且才を過ぎた子供たちを，これ   

ほど危険な道路で〔学校に〕行かせねばをらをい。あるいは，少なくとも学校教師あ   

るいは聖歌隊指揮者に授業料を支払わねばならず，これは，子供が病気になった時で   

も考慮されをい。滞納金があると，それは裁判所に委ねられ その貧民は費用を支払   

う〔べきであり〕，罰金を，禁阿刑さえ科される。しかも，家には病気の子供がいるの   

ばれた。しかし，1660年に，四季税1単位の総額（全国で約22，000Tlr）が各都市・   

村落に割り当てられたので，都市・村落当局は税収確保のために再びそれを主として   

土地所有者に割り当てた。こうして四季税は営業税と地租の混合税となったのである。   

1812－30年には都市で19与・単位が，農村では49単位が徴収された。R∂mer1788，   

S．578－579；Steuern1858a，S．4－5；Behrendts，S・15－16，18・．～営業税と   

しての四季税は1834年に廃止されて，営業税（Gewerbesteuer）と人税（Personal－   

ste。er）に代わった。Reinhardt，S、305．地租としての四季税は1843年9日9日の   

地相改正法により新しい地相（Grundsteuer）に代わった。Gesetzsammlungl朗3，  

S．98．  

（16）倉庫メッツエ（Magazinmetze）あるいは，〔軍用〕倉庫〔への穀物〕給付（Ma－   

gazinlieferung）は1682年（？）に導入された一種の地租である。この租税（1776  

一187－   



350  

0in kr8nke8 Rind！■－■   

W8さkann man vom他山hrboglordo von oin蝕fj管brig Xlnd  
VOrlmgon′ d8さロf七or8M nO¢h1811t′ さねtt8pri¢ht？馳  

白t8rt dio且ndom01n Untorri¢bt，ⅤOmrOinigot aueh vom dio  

Stubo de8 Lobror8，08ViI、d01n G01牡¢h七¢r VOn 8ndom伽abon und  

腫血hon－ und dlo S¢huさtⅦl由nさind goさt8rt．   

WむO un80r8 allorunt8rth讐nig8tOn um8a8gobll¢bon EIla¢ht8n8  

08nl¢h七色ngemo蝕Or，und蝕dlo粥g且nZ kloin8n Kindor  

／Bl・12b／  g08ignotor■VOm801ぬ00r8tna血ヱWn¢kg9－  
10郎On So¢h8tOnJ如○一und boy govi加n伽抽讐ndon軋¢h8p批er ＝＝  

ZW餌h止O gObra¢ht vwdon？－・・・・工n un8rOr r8uhen oftⅦ鳩○一  

針日加柑n伽birgさgOgOnd■ 姐O ViI・nW all訊l印t O叩flndon∫ d且rft0  

88 be80r88yn●in d8n niedom odor v耳momI一札ndo m8ぬt os  
gro150n Vnter8¢hied gogon unさ．   

VlI，bltt¢n d名血合m wldie80n6．J8hr08Anf8ng d8r Sehulo，bis  

dahin um Er18B d08 S¢h11卵1dbo乙8ぬ10nさ818 8u¢h b叩Ⅹrankheit  

der Rlndor alleruntort他止g8t．   

In Botroff un8rOr m山さ18r und Eau8gOnO如ni8t Obonfal18nOeh  
8118mtらrth昔nlg8t VOrmtI－agOn－ d8B801big0  

1）jodor droy Flaぬさbro¢ht8gO－   

2）joder01n8n Ho¢h01t喝．   

う）jodor Eilf Stn¢k f柑¢hきOn朗Gam811j伽11¢h，VO Or蝕  

da8  

／Bl．1う／  Stu¢k－う¢r－SplⅣ唱01d8血も1t，ⅤOm¢r08  

ibor ni¢ht8pinnt，畑r jod朗foblondo Stn¢k rうGr－bo組hlon，  

und且nき Ron七色mt borl¢htig8n m18．   
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である。   

〔他方で，〕はっきりは話せず，しばしば舌足らずの［眩きくだけの5才の子供から，   

どのような教育への欲求が要求されうるか。その〔子供〕は他の〔子供の〕授業を邪  
（44）   

擬し，教師の部屋を汚し，他の少年少女の物笑いの様にをって，授業は妨害される。  

我々の……考えでは，満6才以後にはじめて，事情によっては一層遅くから学校に   

行かせるのが，小さな子供にとって適当ではなカ、ろうか。当地は山地で，〔気候が〕厳   

しく，しばしば激烈であり，それを我々は大変良いと感じているが，ここではそれが   

良いであろう。低地のあるいは温暖な地方と我々〔の地方〕とでは差異が大きいので   

ある。  

そこで我々は6才からの通学開始と，それまでの，また子供の病気の際の授業料支   

払の免除を……論敵する。  

〔Z〕我々〔当村〕の小屋住農と如家人に関して上申すべきは以下のことである。すをわ   

ち，  

（1）彼ら各人は3【】の亜麻皮剥ぎ賦役〔を果たさねばをらをい〕。  

（2）各人は1F！の亜麻扱き賦役〔を果たさねばならをい〕。  

（3）各人は毎年11シュテユツクの麻糸〔を紡がねばをらをい〕。それに対して彼はシュテ   

エツク当y）－3Gr－の紡糸金を得る。紡がない場合，彼はシュテユツク当り－3Gr－   

を出納局に支払わねばならか、。  

（4）各人は1fIずつ羊の野毛をせねば・ならない。  

（5）各人には，亜麻畑で晴掃し，亜麻を堆棉し，拾い集めるという手賦役〔が課される。   

これは〕不確定〔賦役〕であって・農噺冊恐意に依存する0  
舶  

（6）当地のすべての借家人は，ハイダースドルフにあり，元来は永代村長の土地であった領   

主の分農場で栽培されるすべての穀物を打製せねばなら射、。それに対して彼らは   

垂のSchf〔の穀物〕を拝金として得るだけであるc順番でそれ〔打殺〕に当った週   

に．自身で〔それを〕果たさをい場合，出盛しなかった者は1過当り－8Gr－を〔農  

年以後は1フープェにつき2Mtzのライ麦と2Mtzの燕麦）は，耕作されているフ  

ーフェから納付されねばならをいので，このフープェは倉庫フープェと呼ばれる。  

軍用倉棲の1つはフライベルクにあった。R8mer1788，S．255，577；Steuernユ8  

58a，S．5；Behrendts，S．19；K6tzschke1953，S．133．これは1830年5月11  

J）の法律により，義務者の選択により貨幣での納付も可能とをった。Gesetzsammlung  

1830，S．50．鵬1837年12月7日の法律により，軍用穀物給付は存続するけれども，  

それに対して，市場価格に基づく補償が陸軍金庫（Kriegscasse）から支払われるこ  
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場〕借地人に支払わねばならか1。  

その事惰は以下によって説明される。すなわち．打華人は夷だけのSchf〔の澱物  
杜粉   （4の                            賃金〕ではやって行くことができか、。したがって，〔打穀人取分は〕劣憩を週賃金で   

ある。〔そのために，〕ある週に順番で当ったが，そのための時間〔的余裕〕を持たぬ   

者は，彼の代りに決められた打穀人のために｛8Gr－を割増金あるいは追抑金として，   

穀物価格〔の上下〕に従って支払わねばならない〔というわけである〕。  
桂9）  

（7）借宮人はフープェ農と同じく，領主の狩猟の際は要求される度に，野獣を狩り立て   

ねばならない。  
6伽  

（8）〔彼らは〕国王の猟猷ばかりでをく，領主の猟猷をも無償で運搬せねばならをし㌔   

〔以上の手賦役について〕完全な免除が可能でない場合には，引下げを〔我々は請   

願する〕。なぜなら，各人が現在まで，割り当てられた蛍の賦役に服し，それを馨んで，   

しばしば能力以上に果たしてきたとしても，誰もが上記の事情の下で将来はこれに耐   

ええないからである。  

我々はお上による免除を今1度請嚇する。  

ところで，なお……追加すべきことがある。  

（P）領主の単について残念ながら我々は，騎士繊プルシェンシュタイン＝ザイダに属す   

る他のすべての集落と同一の事情にある。すなわち，我々は，重く課税される我々の  
岱1）   

土地，つまり耕圃と採草地に，〔領主の〕羊の大群を放牧させてやらねばならか－。羊   

毛価柊が上昇したために農場借地人は数年来，かつては大きかった牛の総数を減らし   

て，家計に必要をだけの牝牛しか飼養せず，反対に，車線数を異常に増大させた。そ   

こで，その数はとくに1824～30年には2，000†2．500頭あるいはそれ以上に増帥した0  

ところで，我々は我々のすべての土地で，これらの，上に数を挙げた領主の半群の   

とにをった。Gesetzs卑mmlung1837，S．142－143，162．  

（17）Begiiterterとは，農民地の保有者を指す。  

（18）借家人は土地も家屋も保有しか、。耕作する借家人とは，′ト地片を借地して耕作す   

る借家人のことであろう。  

（19）アインジーデルはケムニッ市の近くの村である。Blaschke1957，S，283；Blasch－   

ke1965b，S．86．しかし，ここではドイツチュ・アインジーデル（Deutsch－Einsie－   

del）村を指す。この村はフライベルク特別管区の南端，ボヘミアとの国境にあったか   
らである。1834年に51戸．人［］391人であった。Schumann，Bd・1，S・622；Schu－   

mann，Bd．18，S．853；Schiffner，S・601－602；Blaschke1957，S・302・その   

標高は700m である。  

（20）国道建設賦役（LandstraBenbaudienste）は1766年に領民に対して規定されたo  
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62I  

みならず，牧羊親方のそれをも飼華せねばならかゝ。そして，調査によれば牧羊親方  

は収益についても追加金についても姦に定められている。そこで，領主の半数を2，000  

頗だけと考えるとしても，牧羊親方がなお200頭をそこに持つ。   

それにさらに，（a〉母羊を番する親方牧者の羊の数が加わる。伽去勢羊と種雄羊を番  

する去勢羊牧者，（e）種畜にされない羊〔を番する〕成羊（？）牧者，（d）300－500頭の子  

羊を番する子羊牧軋（e倍羊（？）牧者，（f）上の（a）と（b）の下に少なくとも2人いる追子  

〔もそれぞれの羊を持っている〕。   

これら6－7人の羊牧者あるいは牧人の中の誰もー定の賃金を現金で受けをいで，  

その代りに各人は職務に応じて20，30ト50ないし100頭の羊を領主の羊〔群〕の中に持  

つ。すなわち，各人は彼自身の〔番する〕半群の中に，持分七より入れた羊を持つの  

である。そして彼らは，これが慣習とをっていることであるが，我々に不利益にも〔我  

我の〕最良の放牧地で〔単に草を〕噛み取らせる。それによってこの群の数はますま  

す増加するが，誰がこれ〔半群〕を養うのか。あるいは，誰が羊牧者の賃金を支払う  

のか。我々貧乏な領民のみ。  
岱詣  

1737年にお上によって確認された世襲台帳においては，領主の台所用羊だけが述べ  

られている。そこには数は定められていないが．台所での利用と継続的飼育のため〔の  

半数は〕300－400頭以上と評価されてはをらか1。したがって，我々の土地からすべ  

ての〔国家〕金庫に十分に納税せねばならず，その上に既述のように〔Ⅲ－〕仏）から（0）  

までの，我々の小屋住農と借家人は〔Ⅰ－Z－〕（1）から（8ほでの，あらゆる種類の領  

主的負担をも負担すべき我々が，雲のように移いl半群を，雪がようやく薄くなる早   

フープェ農が年に畜賦役1．5臥 園地農・小尾住農が手賦役1．5日であった。これを   

代納金（Surrogatgeld）で代替することも可能であった。1817年からは舗道建設  

（Chausseebau）のための賦役も賦課された。これらの道路建設賦役は1832年償却法   

によって償却可能とされた。P孟tzold，S．89，98，104．また，1781年4月28日の法律   

は道路の建設と維持を次のものの義務と定めた。（i）市内および都市領域内では市参   

事会。（ii）村落の垣の内では村落共同体。（iii）以上の地域以外の国道および通商路   

については国庫あるいは，護送軌道路軌橋税を徴収する儲主・市参事会。（iv）連   

絡路についてはそれぞれの共同体。Codex18O6．Sp▲675－676・Vgl・R6mer1788，   

S．808；Patzold，S．84－85．  

（21）この村については，その請際書を紹介する際にふれる。同村の請願書の日付は，本   

請願書より10日遅い10月21日である。しかし，それは署名捷出前にすでに回覧されて   

いたのであろう。  

（22）ピルスドルフ（Pilsdorf）村（海抜655m）の1834年の人F］は99人（14声）であっ  
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春から荒蓼たる晩秋まで我々の土地で養い，この長い期間を通じて滴臓させ〔ねばを  

らをい〕のはどうしてか。  

′我々は低地のあるいは肥沃な地方でのように，我々の土地にすべての，また最良の  

種類の作物を毎年播くことはできない。この地方ではそれ〔土地〕は3－4年〔の栽  

培〕の後にはクローヴァ栽培のために，あるいは休閑地として休まねばをらをい（ノ否，  

我々は肥料から計算して，高々5回の播種の後，耕圃を少なくとも6年またはそれ以  

上休ませねばならか）。それが再び〔地力を〕回復するために，また，我々が，採草  

地に乏しいので，必要な乾草と冬期飼料をその期間中そこで栽培するために，さらに  

また，我々の耕圃に肥料を－・様に間に合わせるために。なぜをら，我々は，我々の土  

地が痩せており，砂利多く，しばしば石ばかりであるので，低地のあるいは肥沃を地  

方よりはるかに豊富にあるいは濃密に施肥せねばならず，後者が，半分は萎よりなる  

肥料を馬車20台分必要とするにすぎをい場合に，我々は少をくとも馬車60台分の良質  

肥料を要するからである。   

さて，我々が春に，当地では新地と呼ばれるいわゆる燕麦刈後他の1区画をそのま  

まにしておく，あるいは，乾草他に定めると，そこにはまず緑革として，羊の非常に  

好む若干の野生の革あるいは植物が生長する。それは，松虫草，西洋鋸草，三色董，  

野生の白クローザァと赤クローヴァ，悪魔の松虫草，野芥子，老鶏，ヨハネの花，な  

どと呼ばれる串で，羊が他のすべての植物と草より好むものである。このことを羊牧  

老は十分知っており，彼らは，これらの耕囲を牧道としてのみ〔用いて羊を〕追い立  

てて行く代りに，ここで3回も4回も往撰したり，横切ったりして〔羊を〕追い，地  
馴）  

上の茎と根を噛み取らせる。そして，〔羊が〕抜き取らなかったものは，単の鋭い蹄の  

ために奈落の収まで踏み付けられる。このような雲〔のように膠しい〕辛が1時間だ   

た。Schumann，Bd．8，S．276；SchumaLnn，Bd．18，S，468；Schiffner，S．634；   

Blaschke1957，S．307．  

（23）この都市は有力を鉱山都市で，フライベルク特別管区の首邑でもある。Schlesin－   

ger，S．99－106・  

（24）ここにあるべき動詞折 原文では脱落している。  

（25）フレーア（F16ha）川はZschopau川→Freiberger Mulde川→Mulde川→エル   

ベ川に合流する。  
（Z6）礼問Inquisitio（その独訳Untersuchung）とは，立証を目的として司法機関によ   

って行なわれる耶調べである。Paterna，S．287．鈍間の費用とは，礼問訴訟（Inqui－   

5ition叩rOZeB）の費用を意味すると考えられる。軋間訴訟は刑事事件における訴訟   

手続の－・つで，同一の司法機関が，嫌疑者に対するすべての訴訟手続を執行するもの  
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辿HoIzzodd01g01d，一叫－8nt8t8nd，V01ぬ08d18  
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けでも漂ったところでは，それ〔半群〕は電の嵐以上の害を及ぼし，苦労する農業者   

は涙ぐんだ眼で，十分に満腹した〔羊〕群を慄然と見送るのである。  

国家のこの一般的を禍を全く是正することが，我々の……最も熱烈な上申である。  

（Q）我々が領主から一部は年2回の木材市場で現金払いにより，また，確かな人物は短   

期の信用で，常に手に入れることのできた，その他の木材，および燃料用の薪につい   

て，今では事情が全く変った。  

地代〔徴収所〕役人の特別の友人でなければ，誰も現金なしでは木端1つ手に入ら   

ないのである。森林〔役人〕の副収入はかつては別個に支払われた。領主の森林役人   

は，個々〔的を収入〕ならば酒手として毎日すぐに浪費するので，領主が自分たちに   

年々の定額〔賃金〕を定めるよう，また，通常の〔酒手〕は木材〔の売価〕に付け加   

えられ，〔買い手によって〕支払われるよう要望した。  

残念ながら，これはすべて〔の副収入〕に対して行なわれた。この〔森林役人の〕  

上申を承認する……決定がなされるや否や，木材伝票手数料（番号手数料）  が新たに  

発生した。これを我がものにしたのは猟区番人である。〔彼らと〕衝突したくなけれ  

ば，我々は今や彼らを山林官の称号で呼ばねばならをいのである。   

その上に，この人々は，受け取ったすべての樹木 丸太，木材から，虫が飛んでい  

るという，つまらぬ口実の下に樹皮を切り取らせて，これを皮韓し樹皮末生産者に安  
‾   脚  

く売り，ビール〔代〕のために自分の財布を膨らませる。皮を剥がされた木材には，  

周知のように〔用材として〕力も強さもなく，それはまた炉〔で燃やしても〕熱を出  

さをいのである。   

さらに我々〔当村〕の貧民は毎年，落ちた小枝と下生えのために，これらはいずれ  

にせよ，森の中で朽ち，あるいは，腐敗するものである〔にもかかわらず〕，収拾証を  

受け取る。しかしながら，〔それを受け取るのは）どういう時にか。どれほどの期間に  

ついてか。いつ彼らはかこがしか〔の小枝と下生え〕の収拾を妨げられるか。これ〔収  

拾証交付〕は猟区番人の都合により春遅くに行なわれる。次いで，大物猟が始まり，  

である。この場合，起訴人（Anklager）と裁判官が同一人物である。Paterna，S．  

288．～取調べ費用（Untersuchungskosten）あるいは刑事事件費（peinliclle Ko－  

sten）については，1783年4月30日の法律により犯罪者自身あるいはその代理人が，  

それを支払いえかl場合には，領民は，彼らがそれの納付を義務付けられているかぎ  

り，それを支払うべきである，と規定されていた。Codex1805，Sp・452．Vgl・R6－  

mer1788，S．395；Blaschke1965a，S．271；Schmidt1966，S・285．M1855年  

8月11日の法律による家産裁判権の国家への移譲とともに，裁判領主あるいはその領  

－197－   



360  

j鼠ger8，－d＆nn heiL5t eB die hoheJagd geht an；ihr mnL3t vier・  

Wo（3hon 訂u888tZ8n，im R¢rbさ七 重一旦11t vieder mittel－und kleine  

J色gd ein，80klingt 08 0b¢n 80．Wa8 k8m8n 8iぬVOhldi88e  

Amen mr－1Gr－baare Zahlungexcl．de8nOCh2；u be21＆hlenden  

Le88Zei¢hon－gel一  

／Bl．19／  de8：denn kein・For8tbedienter thut nichts  
umaon8t‡an denJ昔ger dafnr nut21en？   
Nicht haben Bie alB einen zerr．iL5enen Wamb8 Oder Lumpen．und  

allenf＆118nOCh Prtlgelvon mger oder Heeger，Wenn 8ie einen  

Ast mehr genommen，der nichtloo8und dnrre da gelegen h＆七．   

Auf d88 nO121We8en nicht nur zuun8erer．a18 auCh um der・Ar－  

men FoI、tkommon h8hors OI－t8 8in b080nd8r悶Aug¢merk zu riehten，  

dnrfen vir．in aller．Unterth甘nigkeit 2；u 乙u erbit七en nicht unter－  

1alさon．   

伽brig8n8 8¢mi8上場n Vir un8 au¢h al18r deエーBitton 80 alle  

Unterthanon d08 L8nde8 8118runt8rth首nig8t erf18hen vollon，  

Ohno alle Au8nahmo in al18n Pun¢一  

／Bl．19b／  ten und C18u881n an，und beh8rr8nin aller  

臥rfur¢ht und tiof8tOr Submi88ion a18   

Ditter8ba¢hヱum Rit七erguth Pur8Chen8tein geh8rig amll．  

OetbT－．18う0．   

Caェー1Got七1iob G8hmli¢h  

（und andere18Unter・BChriften）  

－198－   



「九月騒乱」期における騎士領プルシュンシュタイン所属集落（南ザクセン）からの請願書（Ⅰ）361  

66）  それには4週間が定められる。秋には再び中物税と′小物脱が始まるであろう。これら   
の貧民は，－1Gr－の現金ばかりでをく，〔猟区〕番人にも収拾証手数料を支払って，   

何を利用できるというのか。嶋－－をぜをら，どの森林役人もタダでは何もしてくれな   

いからである。岬彼ら〔貧民〕は，千切れた胴着あるいはポロ以外に〔何も〕持っ   

ていをい。そして，彼らは，枯れて落ちたものでない太枝を取った場合には，〔猟区〕   

番人あるいは山番から殴打〔されるのである）。   

我々の繁栄ばかりでをく，貧民の繁栄のためにも，お上で森林制度にとくに止目す  
悠71   

るよう我々は……請願する。   

その他の点では我々は，国内のすべての領民の……諸掛二例外なくすべての条項にお  

いて賛同する。……   

騎士領プルシュンシュタインに属するデイツダースバハにて1830年10月11日   

カルル・ゴットリープ・ゲームリヒ  

（他18人）   

民にこれまで課されていた取調べ費用の負担轟務は，国庫によって引き受けられた。   

Gesetzsammlung1855，S．149．また，1856年の刑事訴訟法は訴訟手続を礼間訴訟か   

ら起訴訴訟（Anklageproze8）に転換した。Schmidt1966，S．313．起訴訴訟とは，   

刑事事件における訴訟手続の一つで，この場合，検事局の捜査晴動と裁判所の取調べ   

とが分離している。Feisenberger，S．194－195．  

（27）ザイフェン（Seiffen）村（海抜650m）の人＝は1834年に1，000人（120戸）であ   

った。木製品生産で著名である。Schumann，Bd．11，S．70－75；Schumann，Bd．   

18，S．758；Schiffner，S．639－640；Blaschke1957，S．309；Blaschke1965b，   

S，290．  

（28）管区領民とは，管区村落（後註（29））の住民を指す。  

（29）管区村落（Amtsdorf）は，土地・裁判領主としての領邦衷主に所属し，管区の直接   

的支配の下にある村落である。Blaschke1957，S．Xl；Blaschke1965a，S・250．  

（30）1547年に設置された本領統治局は，本領地域のいわゆる司法・督察（＝行政）・封   

事項（Justiz－，Polizei－und Lehnssache）に関する中央官庁である。立憲制への   

移行と中央官庁の編成孝幸にともなって1831年に本領統治局は廃止され，その主たる権   

限は新設の法務省・内務省に移った。上耕裁判所としての権限は本領司法委員会   

（Landesjustizkollegium）に，1835年からは最高裁判所に移された。そして，残り   

の権限は本領統治部（Landesdirektion）に，1835年からは県統治部に移された。R6－   

mer1788，S・104－105；Kuntze，S・6－7；Blaschke1953．S・270，283；Blasch－   

ke1962，S．7；Schmidt1966，S．30，214，220，255－256，261，303－304・  

（31）後に紹介するザイダ市の請願書〔Ⅱ－〕（1）においては，この1814年に当所領内で   

殺人事件が発生した，とされている。それ以後，軋問の費用が加重されたと，ここで  
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訴えられているのであろうか。  

（32）賦役は1832年償却法によって，－－－・方の当事者の提議による償却が認められた。B畠丁，   

S．16－18；K8tzschke1953，S．142；GroB，S．105－106．  

（33）貨幣賞粗は1832年償却法によっては，両当事者の合意に基づいてのみ償却されえた   

が，1851年補充法は－一一方の当事者の提議による貨幣貢租の償却を認めた。Judeich，   
S．66－67；B邑r，S．16，29；GroB，S．120．  

（34）「乾燥した賃料」は穀物貨租を意味するのであろうか。なお，現物頁枇は1832年償   

却法によって，－一方の当事者の提議による償却が可能とを一）た。鮎r，S．19．  

（35）耕地の面積単位1シェッフェルは本来，1Schfのライ麦が播種される土地の面積   

を指し，しばしばすアッカーである。ろ：お，1869年には1Acker＝55．3423aと換算   

された。Haun，S．20；K6tzschke1953，S．159－160；Liitge，S．53－54．  

（36）賦役に関する紛争を調停すべき賦役問題法原則は，「九月騒乱」直前の1830年8月   

13日に公布されていた。松尾1973，132ページ註（2）。  

（37）織糸の単位シュテエツクについては，松尾1979a，60ページ註（6）。  

（38）これらの貸粗は，ヴァルプルギス（5月1日）あるいはミヒヤエーリス（9月29口）   

に納付されるために，このように名付けられたのであろう。  

（39）出納局については「初めに」珪（18）。ただし，ここでは騎士領プルシェンシュタイ   

ンの地代徴収所を指すであろう。  

（40）屋根板割増金とは，屋根根による現物頁租が貨幣給付に転化されたものであろうか。  

（41）道路建設賦役代納金については前維（20）参照。  

（42）ここでは免除・軽減の対象が明確でない。フライベルク出納局への道路建設金が対   

象であるならば，それは（Ⅰ）において請願されるべきであろう。これが（Ⅲ）に置   

かれていることから見れば，領主の護送税が問題にされているのかもしれをい。  

（43）この学校令が何であるか不明であるが，この苦情に関連する規定は，1805年3月4   

日の法律に含まれている。すをわち，子供は満5才から14才まで連続して通学する。   

その村に学校がなく，指定された学校が半時間以上離れているか，または，道路が恋   

い場合にのみ，通学開始は満6才まで延期される。両親などの保護者は，子供が登校   

したか欠席したかに関係なく，授業料を授業料徴収人に毎週毎週支払う。授業料徴収   

人は未納金について四半期毎に裁判領主に報告する。裁判領主は未納金の支払を滞納   

者に命令し，次いで強制執行を行なう。Codex1824，S．58－59，61－62．－1835   

年6月6fヨの法律は国民学校を創設し，自治体が学校の建設・維持費と教師の俸給   

を負担する，と規定した。Schmidt1966，S．164－165．Vgl．K6tzschke1931，S・   

33；Blaschke1954，S．103．同法はまた，5才9ケ月ないし6才3ヶ月の児童の通   

学開始を定めた。Gesetzsammlung1835，S．283．したがって，この項目は（Ⅰ）に   

おいて請願されるペきものであろう。  

（44）原文をわたくしは Schustundenとしか読むことができをいカI，Schulstundenと解   

する。  

（45）この村については，その請願書を紹介する際にふれる。  

（46）Lehngerichtについては前註（11）参照。  

（47）原文をわたくしはbestenとしか読むことができないが，bestehenと解する。  
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（48）打戟に対する反対給付，打穀人取分（Drescheranteil）はリュトゲによれば，中部   
ドイツで14ないし17分の1であり，時には20をいし26分の1にすぎなかった。Lutge，   

S，129．  

（49）Behufterとは，農民フープェの保有者を指す。  

（50）領邦君主に対する管区領民の狩猟賦役は1833年9月3日の法律により停止された。   
Gro軋 S．113．もちろん，この規定は当村住民には適用されかl。  

（51）放牧権は1832年償却法により，－一方の当事者の提議による償却が可能となった。   
B邑r，S．19－20；K6tzschke1953，S．143；Gro8，S・107．  

（52）牧羊親方については松擢1972，7－8ページ。  

（53）16世紀中葉を中心として領邦君主によって管区台帳（Amts－Oder Erbbuch）が数   

多く作成され，管区内の各村落についてそれぞれの保有地の土地負担をどが記載され   
た。これにならって騎士領においても世襲台帳（Erbregister）が，騎士領の売却あ   
るいは貨貸の際に作成され，保有者名，その保有地の大きさと土地負担などが記載さ   
れた。世襲台脾は，本領統治局に承認されると法的正当惟を捧持し，訴訟において証   
拠となった。Wuttke1893，S．24－27，30；Wuttke1903，S・177－178；施tzschke  

1953，S127－29，33，123；Pannach，S・221・  

（54）原文をわたくしはSchurとしか読むことができか、が，Hufと解する。ヤコバイ   
トはこれを Schuheと見なしている。Jacobeit，S・141．  

ヽ （55）原文をわたくしはverjudelnとしか読むことができをいが，Veriubelnと解する0  
（56）狩猟対象による区分については「初めに」の註（25）。  
（57）原文をわたくしはzu zu erbittenとしか読むことができをいが，Zu erbittenと解   

する。  

〔引 用 文 献〕  
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ter Schlesinger（Hrsg．），Sachsen．Stuttgart1965．（Handbuchderhistorischen   

Statten Deutschlands．Bd．8）  

B8ttiger，CarlWilhelm，Geschichle des Kurslaates und K8nigreiches Sachsen・   

Bd．2．Hamburg1831・  

Codex1805＝Codex Augusleus．ⅠⅠ．Fortsetzung．1．Abtheilung．Leipzig1805．  

Codex1806＝Codex Augusleus．Il．Fortsetヱung．2．Abtheilung・Leipzig1806・  

Codex1824＝Codex Augusleus・m．Fortsetzung．1．Abtheilung．Dresden1824．  

Deutschland＝“Deutschland・MIn：AugsburgerAllgemeine Zeilung．Au6erordentli－   

Che Beilage．1830，Nr．170vom28．Oktober．  

Dietze ＝Herbert Dietze undJoha．nnes LeipoIdt，“Vom alten Gerichtswesen in  

－202－   



「九月騒乱」期における騎士嶺プルシェンシュタイン所属集落（南ザクセン）からの請隙書（Ⅰ）365  

den D6rfern des StadtkTeises KarトMarx－Stadt．”In：Beilr読ge zur Heima卜   

ge鋸んよcんねむ0乃尺αrト〟αγ∬－5ねd己．H∴13，1965．  

Engel，Ernst，“Das K6nigreich Sachsenin statistischer und staatswir・thschafト  

Iicher Beziehung．”In：JahrbuchPrSlatisllkundSlaalswirlhschajides K8nig－   

γeよcんβ ぶαCんざeれ1．Jg．1853．  

Feisenberger，Albert，“Anklage（Str＆fprozeB）．’’In：Fritz Stier－Somlo und Ale－   

xander・EIster（Hrsg．），Handw∂rterbuch der RechtsioissenschaJt．Bd．1．Ber－  

1in und Leipzig1926．  

Georgi・R・・‘‘Die Ermittlung derland－und forstwirtschaftlichen Bodenbenutzung  

imJahre1913．”In：Zeitschr招des K．Sachsischen Statistischen Landesan8ies．   

62．／63．Jg．1916／1917．  

Gesetzsammlung＝Gesetzsammlungjかdas舶nigreich Sachsen．1818－1831；Samm－  

Jむ柁g deγGeβe～geむ乃d Veroγdけむれg帥ルr血8 だ紬igreよcん5αCん∂e軋1832－1834；   

Ggざek一視乃d Veroγ血祝乃g8ムJα～f．何γ血β 納れigreicん5αCんβen．1835－1918．  

Gro8，Reiner，Die摘rgerliche Agrarrejbrmin Sachseninderersten HaLRe des  

19．Jahrhunderls．Weimar1968．   

Gruner，0．，“Haus und Hofim s益chsischen Dorf．”In：Robert Wuttke（Hrsg．），   

Sachsische Volhskunde，2．Aufl．Leipzig1903．  

Hase，CarlAugust（Pseudonym Karlvon Steinbach），Sachsen und seine Hon・   

乃む乃ge乃．Leipzig1830．  

Haun，FriedrichJohannes．Bauer und Gutsherrin Kursacんsen．StraBburg1892．  

Jacobeit，Wolfgang，SchqPallung und Sch頓rin Zentraleuropa bis zum Beginn   

des20．Jahrhunderts．Berlin1961．   

Judeich，Albert，Die Grundentlastungin Deulschland・Leipzig1863・  

K6rner，Paul，Der KampJum，die A叫ルebungdergulsherrlicんen Gerichtsbarkeit  

im駒nigreich Sachsen bis zum Revolutionsjahre1848・Buckeburg1935・  

K8tzschke1931＝Rudolf K6tzschke，Die s詮Chsische Slaals－und Gemeindere♪rm  

J朗0／3J肌dよんreβede視れれgβγd∫e加ゎc人肌れgdeβぴ～γねc九α♪JJc人的肌dgeよ占ト   

㍍c九e乃エe占eれβJm上一αれdg，∫れβ占e餌れdere玩⊥eよpg∫g．Leipzig1931・  

一203－   
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K8tzschke1953＝Rudolf K6tzschke，Landliche SiedlungundAgrarwesenin Sach－   

Sen．Remagen1953．  

Kuntze，Hans，Die L，andgemeinde undihre Slellungim Staateim Gebiete des   

納札よgγegCんβSαCんβe乃祝乃孟er力むββCん～むβderエ肌βよ孟Zひ0〝王J6．Jαんγんu乃der～ムよβんe祝－  

te．Leipzig1919．  

Lotze＝M・Lotze und Georg B6hme，Die KgL Sachs．Geselze und Verordnungen   

舶eγJαgd祝乃d FgβCんeγeg mよ～de乃血m‘ヱよ乃 Veγムg乃血乃gざ～eんe乃de乃γeJcんβ－む乃d  

Jα乃deβg錯e～z～よcんe乃 侮γ8Cんγ招印．Leipzig1906．  

L肌ge，．Friedrich，Die milteLdeulsche Grundherrschq♪undihre AuJ18sung．2．   

Aufl．Stuttgart1957．  

松尾1971a＝松擢展成，「三月革命期およびフランス革命期のザクセンにおける農民運動」，   

r岡山大学経済学会雑誌』3巻1号，1971年。  

松尾1971b＝松擢展成，「ザクセンにおける牧羊業の興隆と衰退」，「岡山大学経済学会稚   

誌』3巻2号，1971年。  

松尾1972＝松尾展成，「ザクセン牧羊業の発展と農民経済」，大野・住谷・請田編Fドイツ   

資本主義の史的構造一，有斐閣1972年。  

松尾1973＝松尾展成，「ザクセン「九月騒乱」期の同時代パンフレットにおける農業・土   

地問題」（Ⅰ），ー岡山大学経済学会雑誌」5巻1号，1973年。  

松擢1978＝松尾展成，「ザクセン「九月騒乱」期の同時代パンフレットにおける農業・土   

地問題」（Ⅲ），r岡山大学経済学会雑誌J9巻3号，1978年。  

松尾1979a＝松尾展成，「騎士領ヴィーデローダ所属村落（北ザクセン）からの農民解放   

請願書」，『土地制度史学J82号，1979年。  

Matsuo1979b＝Nobushige Matsuo，“Liptitzer Bauernklagenauch1849ihre Not．’’  

In：Der Rundblick．Kulturspiegelder Kreise Wurzen－Oschatz－Grimma・Bd・26．   

Wurzen1979．  

松尾1979c＝松尾展成，「グローセンハイン郡（北ザクセン）における土地負担とその償   

却」（Ⅱ），『岡山大学経済学会雑誌』，11巷2号，1979年。  

Merkel，Wolfgang，Die EntwickLungdes evangelisch－lutherischen Kirchenpatro－   

natsim K8nigreiche Sachsen．Borna－Leipzig1908．  
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P温tzold．Aiexander，Die Entwicklung des sachsischen Straβerwesens von1763  

bis1831．Halle（Saale）1916．  

Pannach，Heinz，“Die Bedeutung der Gutsarchive fiir die Erforschung der Ge－   

schichte der s益chsischen Bauernim Spatfeudalismus．’’In：Archivmitteilung・   

Bd，25．1975．   

Paterna，Erich，“lnquisition”In：Fritz Stier－Somlo und Aiexander EIster   

（Hrsg．），Handw∂rterbuch der Rechlswissenschqrl・Bd．3．Berlin tlnd Leipzig  

1928．  

Petition＝Allerunterlhanigste Pelilion der AmtslandschaflDIppoldiswalda mil   

Gねβん泣㍑e，5γ．斤紬よgJ．〃0んeg～de椚Pr～乃Ze乃肌grege乃ね乃血rcんde乃〃eγγ乃 Cα－   

ムれe亡β＿肌れよβねγ即。几エれde乃α佑 E∬CeJge乃ヱαm 25．Feムr．Jβ3Jeんrルrcん紬0〃ぶ亡  

読berreicht．Dresden1831．  

Quirin，Karlheinz，Herrsch研und Gemeinde nach mtlleldeutschen Quellen des   

12．bis18．Jahrhunderls．G6ttingen1952．  

Reinhardt，Paul，Die sachsischen 抗Iruhen derJahre1830－31undSachsens Ue一  

占eγgα乃g Z祝m Ve†カββ祝乃がβ加～．Ha11e1916．  

ReiBner1972＝Manfred Rei6ner，“Bauer und Advokatin Kursachsen．”In：Wis－  

senschaftliche Zeilschrut der Universi拍IRoslock．Reihe Gesellschafts－und  

Sprachwissenschaften．Bd．21．1972．  

ReiBner1973＝Manfred Rei8ner，“Bauern vor und hinter den Schranken der   

Rittergutsgerichteim Gebiete des kursゑchsischen Amtes Borna・”In：Sachsi－   

8Cんe 〃eよmα沌ねHeγ．Bd．19．1973．   

R6mer1788＝CarlHeinrich von R6mer，Slaalsrechlund Slatislik des Chul二伸r－   

stenthums Sachsen zlnd der dabey befindlichen Lande. Bd. 2. Halle 1788. 

R8mer1792＝CarlHeinrich von R8mer，Slaatsrechlynd Slatislik des ChuUiLr－   

slenthums Sachsen und der dabey bejhdlichen Lande．Bd・3・Halle1792■  

Schiffner，Albert，Handbuch der Geographie，Stalistik und Topographle des K古－   

nigreiches Sachsen．Bd．2．Leipzig1840・  

Schlesinger＝Walter Schlesinger und Herbert Wolf，“Freiberg・〃In：WaIter  

・一丁205－   
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Sch】esinger（Hrsg．），Sachsen．Stuttgart1965．（Handbuch der historischen   

Statten Deutschlands．Bd．8）   

Schmidt1966＝Gerhard Schmidt，Die Staalsrejbrmin Sachsenin der ersten   

Ha研e des19．Jahrhunderts．Weimar1966．   

Schmidt1973＝Gerhard Schmidt，“Die s蕊chsischen Amtshauptmannschaften1875   

－1945undihr・e Vorlaufer．”In：1Jbtopis．Reihe B．Bd．20．1973．  

Schumann＝＝August Schumann und A】bert Schiffner，VoLIslandiges Staals－Posト   

und Zeilungs－L，eXikon von Sacんsen．18B註nde．Zwickau1814－33．  

Sieber，Siegfried，1“Vorschlage 川einer Wirtschaftsgeschicllte des Erxgebir－   

ges．”In：Neues Archiv br Sachsische Geschichle・Bd・61．1940・  

＄teuern1858a＝“Die directen Steuernim K6nigreiche Sachsen．”In：Zeilschr沼   

de♂ 5ね～∫ぶ～JぶCんe乃 β祝γeαむβdeざ 鮎乃ggJgcん 5ac力ざJβCムe乃 〟g乃よβねγg餌彿g deβ 九一   

花eγ軋4．Jg．1858．  

Steuern1858b＝“Djeindirecten Steuernim K6nigreiche Sachsen．MIn：Zeiト   

8Cんγ沼deぶ Sね～ね£～ぶCんe乃 軌γe肌ぶ deぶ 倫花王gJJcん 5acムぶよぶCんeれ 〟∠乃∫ぶJeri祝mぶ   

deβ血乃er乃．4．Jg．1858．  

Stulz，Percy，〟Die antifeudaIe Bauernbewegung・”In：Percy Stulz und A】fred   

Opitz，VβJ鬼βム“〟egむ乃gg乃 よ乃 〟鮎rβαC人βe乃ヱむr Zeよf der Fγα乃ヱ∂∂JβCんe乃 ReγOJ山一   

亡わ軋 Berli【11956．   

Verzeichnis＝uAIphabetisches Verzeichnis samtlichcr Stad卜und Landgemein－   

den und selbstandigen Gutsbezirke und der Wohnpほtze，auS WCIchen die Gc－   

meinden bestehen，mit AIlgabe der EiIIWOhncrzahlcn nach dem endg封tigcn   

Ergebnis der Volksz紬Iung voml・Dczcmbcr19O5・’一In：SlalistischesJahr－   

ムぴCんカr血β桐箱JgreJcんSαCんぶ帥・35・Jg・】907・  

Volksz註hIung＝“Die Vo】ksz紬Iung voml・Dezcmber1905・”1n：ZeitschrUt des   

〟．Sacんβよ∂Cんe乃 5ね～よβ～iβCん帥 ∠．αれdeぷα机上eぶ・52．Jg．19（）6・  

Wuttke1893＝Robert Wuttke，Gesindeordnungen und Gesindezwangsdienst tn Sa－   

cんβe乃ムfβZ髄仇JαんreJ＆賂．Leipzig1893，  

Wuttke1903＝Robert Wuttke，“Die Bev61kerung．”In：Robert Wuttke（Hrsg・），  

一206－   
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Sachsische Volkskunde．2．Aufl．Leipzig1903．  

柳沢 治，rドイツ三日革命の研究』，岩波書店1974年。  

Zeichart，Emil，んDie seIbsほndigcn Gutsbezirke．”In：Zeilschr招des Sachsi－   

ぶCムe乃5ねgよβわβCん印⊥α几deβαm～eぶ・72ニ／73．Jg．1926／27，  

Zeise1965a＝＝Roland Zeise，Pie an亘存udale Bewegung der Volksmassenaufdem   

Landein der RevoLulion1848／49in Sachsen．Diss．Potsdam1965．   

Zeise1965b＝Roland Zeise，“Die antifeuda）e Aktionen der Landbev61kerungin   

Sachsenim Fruhjahr1848．”In：GeschichlsunterIrichlund Slaals摘rgerhunde・   

Bd．7．1965．  

Zeise1966＝Roland Zejse，“Der Kampf um die Mobilisierung der Landbev61ke－   

rungin Sachsenim Fr叫ahr1848．”In：SachsischeIIeimalblaller・Bd・12・1966・  

Zeise1968＝Roland Zeise，“Zur sozialen Struktur und zurl．agederVolksmas－   

sen auf dem Lande 

Jαんrム伽Cんβγ Ⅳ汗£βCんα♪ぶgeざCん～ぐんね・（Bd■9）1968・TeilI・  

Zeisc】9（；9＝R（）】and Zcise，HDas Vcr摘Itnjs der antifcudalen Bewegung der   

Volksrnasscn auf dem La【1dc zur klcirlburgcrlichen Demokratiein dcr Rcvo）u－   

ti。l、V。．、1848／49i，、Sacl、Se－－．”Ⅰ－－：肌鍋肌拙句仙誼e罰血（：んγ招加γpa血gogよ－   

βCんe几〃uc／もぶぐんαJe かreβdeれ．Bd．3．】969．  

Zeise1970＝Roland Zeisc，“Bauern und Demokraten1848／49．”In：Jahrbuch Pr   

月egi川αkeβCんicん亡e．Bd．4．1970・  

Zeise1972＝Roland Zeise，HEinige Bemerkungen zum Verh昆1tnis zwischen klein－   

b臼rgcr】icllCr Dcmokratiel”d der anti（cudaLcn Bcwegu一唱der Volksmassctlau（   

dem Landein der Revolution von1848／49in Sachsen．”1n：JenaerBeilr誼geJeur   

Pαγ～e～geβCんicんね．H．32ノ33．1972．  

岬207－   
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